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は
じ
め
に　

本
稿
は
、
山
川
健
次
郎
が
関
与
し
た
歴
史
編
纂
事
業
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

最
初
に
、
明
治
維
新
を
ど
う
論
じ
る
か
と
い
う
「
明
治
維
新
観
」
に
関
し
て

は
、
大
久
保
利
謙
に
よ
る
研
究
を
は
じ
め1

、
田
中
彰
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る2

。

『
復
古
記
』
や
『
維
新
史
』
な
ど
の
明
治
政
府
に
よ
る
歴
史
編
纂
事
業
に
関

1 

大
久
保
利
謙
『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
七　

日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
八
年
）。

2 

田
中
彰
『
明
治
維
新
観
の
研
究
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）。

し
て
は
、
宮
地
正
人3

、
松
沢
裕
作4

ら
に
よ
る
研
究
が
存
在
す
る
。
そ
れ
か
ら

島
津
家
や
毛
利
家
と
い
っ
た
大
名
家
に
よ
る
歴
史
編
纂
作
業
に
関
す
る
考
察
も

存
在
す
る5

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
い
ず
れ
も
明
治
維
新
の
「
勝
者
」
の
側
を

3 

宮
地
正
人
「「
復
古
記
」
原
史
料
の
基
礎
的
研
究
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』

一
号
（
一
九
九
一
年
）、
宮
地
正
人
「
政
治
と
歴
史
学
│
明
治
期
の
維
新
史
研
究
を
手
掛

か
り
と
し
て
│
」
同
『
天
皇
制
と
歴
史
学 

│
史
学
史
的
分
析
か
ら
│
』（
本
の
泉
社
、

二
〇
一
九
年
）
所
収
な
ど
。

4 

松
沢
裕
作
「
明
治
政
府
の
同
時
代
史
編
纂
」
箱
石
大
編
『
戊
辰
戦
争
の
史
料
学
』（
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
、
松
沢
裕
作
「
修
史
局
に
お
け
る
正
史
編
纂
構
想
の
形
成
過

程
」
松
沢
裕
作
編
『
近
代
日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五

年
）
所
収
、
松
沢
裕
作
「
戊
辰
戦
争
の
歴
史
叙
述
」
奈
倉
哲
三
・
保
谷
徹
・
箱
石
大
編

『
戊
辰
戦
争
の
新
視
点　

上
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）
所
収
、
松
沢
裕
作
「
明
治

政
府
の
正
史
編
纂
と
史
料
収
集
」
佐
藤
孝
之
・
三
村
昌
司
編
『
近
世
・
近
現
代
文
書
の
保

存
・
管
理
の
歴
史
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
。

5 

広
田
暢
久
「
毛
利
家
編
纂
事
業
史  

其
の
一
」『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
三
号

1

山
川
健
次
郎
と
歴
史
編
纂
事
業
：

　
『
京
都
守
護
職
始
末
』
と
『
会
津
戊
辰
戦
史
』「
幻
の
附
録
」
を
中
心
に
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分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
三
谷
博
が
「
維
新
政
治
史
の
研
究
で
使
わ
れ

て
い
る
史
料
は
、
し
た
が
っ
て
未
だ
に
偏
っ
た
ま
ま
」「
王
政
復
古
時
の
敗
者
、

そ
し
て
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
は
、
史
料
の
利
用
状
況
だ
け
か
ら
言
っ
て
も
、
無
視

さ
れ
続
け
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る6

。
そ
の
状
況
は
平
成
三
〇

（
二
〇
一
八
）
年
の
「
明
治
維
新
一
五
〇
周
年
」
を
経
た
今
日
で
も
変
わ
り
は

な
い
。
な
お
、
平
成
三
〇
年
に
は
、
東
北
を
中
心
に
「
戊
辰
一
五
〇
周
年
」
と

い
う
展
示
が
行
わ
れ
た7

。
こ
の
よ
う
に
歴
史
認
識
を
め
ぐ
り
、
今
な
お
対
立

が
存
在
し
て
い
る
。「
敗
者
」
の
側
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
旧

幕
臣
に
関
す
る
考
察
が
進
ん
で
い
る8

。
ま
た
、
会
津
の
歴
史
認
識
に
関
し
て

は
田
中
悟
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る9

。
会
津
側
か
ら
の
視
点
が
深
ま
ら
な
か
っ

（
一
九
七
四
年
）、
同
「
毛
利
家
編
纂
事
業
史  
其
の
二
」『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』

六
号
（
一
九
七
九
年
）、
同
「
毛
利
家
編
纂
事
業
史  
其
の
三
」『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀

要
』
七
号
（
一
九
八
〇
年
）、
同
「
毛
利
家
編
纂
事
業
史  
其
の
四
」『
山
口
県
文
書
館
研

究
紀
要
』
八
号
（
一
九
八
一
年
）。
ま
た
、
寺
尾
美
保
の
一
連
の
研
究
、
寺
野
美
保
「
明

治
一
〇
年
代
の
島
津
家
の
家
政
運
営
と
財
政
事
情
」『
尚
古
集
成
館
紀
要
』
八
号

（
一
九
九
六
年
）、
同
「
明
治
期
島
津
家
に
お
け
る
家
史
編
纂
事
業
」
松
沢
裕
作
編
『
近
代

日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
、
同
「
島
津

家
の
歴
史
編
纂
と
幕
末
薩
摩
藩
の
対
外
意
識
」
井
上
泰
至
編
『
近
世
日
本
の
歴
史
叙
述
と

対
外
意
識
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
所
収
な
ど
も
参
照
。

6 

三
谷
博
「
明
治
維
新
の
史
学
史
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
』
九
（
二
〇
一
〇
年
）
一
八
四
頁
。

7 

東
北
の
歴
史
認
識
に
関
し
て
は
、
友
田
昌
宏
「
地
域
の
／
地
域
か
ら
の
「
明
治
一
五
〇

年
」」『
歴
史
評
論
』
二
〇
一
九
年
九
月
号
、
を
参
照
。

8 

樋
口
雄
彦
『
敗
者
の
日
本
史
一
七　

箱
館
戦
争
と
榎
本
武
揚
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）
二
一
一
―
二
四
〇
頁
。

9 

田
中
悟
『
会
津
と
い
う
神
話 

： 〈
二
つ
の
戦
後
〉
を
め
ぐ
る
〈
死
者
の
政
治
学
〉』（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）。

た
こ
と
に
つ
い
て
は
家
近
良
樹
の
指
摘
が
重
要
で
あ
る10

。

本
稿
が
注
目
す
る
の
は
山
川
健
次
郎
で
あ
る11

。
先
行
研
究
は
、
健
次
郎
が

会
津
の
歴
史
認
識
の
確
立
に
果
た
し
た
役
割
を
叙
述
す
る
も
の
の
、
関
係
し
た

著
作
の
具
体
的
な
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
考
察
し
て
い
な
い
。
近
年
、
健
次
郎

に
関
す
る
基
礎
的
史
料
が
充
実
し
つ
つ
あ
る12

。
そ
こ
で
、
健
次
郎
の
未
刊
行

の
「
遺
稿
」
を
用
い
な
が
ら13

、
健
次
郎
の
兄
の
山
川
浩
名
義
で
刊
行
さ
れ
た

『
京
都
守
護
職
始
末
』
や
健
次
郎
監
修
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
会
津
戊
辰
戦

史
』
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
限
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
編

10 

家
近
良
樹
『
江
戸
幕
府
崩
壊　

孝
明
天
皇
と
「
一
会
桑
」』（
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
四
年
）
二
一
―
三
一
頁
。

11 

山
川
健
次
郎
に
関
す
る
伝
記
的
研
究
は
少
な
い
。
最
新
の
研
究
と
し
て
、
中
澤
俊
輔
「
近

代
日
本
の
非
主
流
派
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
山
川
健
次
郎
に
見
る
科
学
・
忠
君
・
愛
国

―
」（
二
〇
一
八
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
報
告
論
文
）、
小
宮
京
「
山
川
健
次
郎

の
留
学
に
関
す
る
一
考
察　

黒
田
清
隆
と
そ
の
北
海
道
開
拓
構
想
に
注
目
し
て
」『
青
山

史
学
』
第
三
七
号
（
二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、W

E
B

R
O

N
Z

A

に
寄
稿
し
た
、

小
宮
京
「
会
津
の
歴
史
認
識
と
山
川
健
次
郎
」『W

E
B

R
O

N
Z

A

』
二
〇
一
八
年
九
月

三
〇
日
掲
載　

h
ttps://w

ebron
za.asah

i.com
/politics/articles/2018092600009.

h
tm

l　
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
日
閲
覧
）
で
本
稿
の
議
論
の
一
部
を
紹
介
し
た
。

12 

尚
友
倶
楽
部
・
小
宮
京
・
中
澤
俊
輔
編
『
山
川
健
次
郎
日
記　

印
刷
原
稿　

第
一
～
第
三
、

第
十
五
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
四
年
）、
小
宮
京
・
中
澤
俊
輔
「
山
川
健
次
郎
手
帳

日
記
（
明
治
四
〇
～
四
二
年
）　

翻
刻
と
解
題
」『
青
山
史
学
』
第
三
四
号
（
二
〇
一
六
年
）、

小
宮
京
・
中
澤
俊
輔
「
史
料
の
窓　

森
戸
事
件
と
山
川
健
次
郎
東
京
帝
大
総
長
」『
法
律

時
報
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
号
（
通
巻
一
〇
九
一
号
）
な
ど
。

13 
山
川
健
次
郎
の
遺
稿
に
関
し
て
は
、
小
宮
京
「
史
料
散
歩　

山
川
健
次
郎
の
も
う
一
つ
の

「
遺
稿
」」『
日
本
歴
史
』（
通
巻
八
一
七
号
）
二
〇
一
六
年
六
月
号
、
小
宮
京
・
中
澤
俊
輔

「
山
川
健
次
郎
「
遺
稿
」
の
基
礎
的
考
察
」『
青
山
史
学
』
第
三
五
号
（
二
〇
一
七
年
）、

を
参
照
。

2
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纂
過
程
を
考
察
す
る
。
と
り
わ
け
後
者
に
収
録
す
る
予
定
で
あ
り
な
が
ら
健
次

郎
が
死
去
し
た
こ
と
で
収
録
を
見
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
幻
の
附
録
」
に
も

触
れ
な
が
ら
、
考
察
し
た
い
。

山
川
健
次
郎
と
歴
史
編
纂
事
業
に
関
す
る
考
察
を
通
じ
て
、
今
な
お
継
承
さ

れ
て
い
る
「
敗
者
」
の
側
の
歴
史
認
識
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
、
そ
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

旧
会
津
藩
に
お
け
る
歴
史
編
纂
事
業

山
川
健
次
郎
と
歴
史
編
纂
事
業
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
前
に
、
旧
会
津
藩
に

お
け
る
歴
史
編
纂
事
業
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
。

現
在
の
見
解
で
は
、
樋
口
が
論
じ
る
よ
う
に
、
史
談
会
で
旧
幕
臣
が
本
格
的

に
語
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
史
談
会
主
催
で
殉

国
志
士
弔
慰
会
が
開
か
れ
て
以
降
だ
と
い
う
。
ま
た
、
雑
誌
『
旧
幕
府
』
が
刊

行
さ
れ
た
の
は
明
治
三
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る14

。
最
近
で
は
、
伊
藤
哲

也
が
『
維
新
階
梯
雑
誌
』（
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
「
会
津
松
平
家

が
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
年
頃
か
ら
編
集
し
た
京
都
守
護
職
時
代
の
記

録
」、「
明
治
二
〇
年
代
に
編
集
さ
れ
た
史
料
と
考
え
る
」
と
論
じ
て
い
る15

。

14 

樋
口
『
箱
館
戦
争
と
榎
本
武
揚
』
二
二
五
―
二
三
〇
頁
。
殉
国
志
士
弔
慰
会
に
は
健
次

郎
も
出
席
し
た
（
二
二
五
頁
）。

15 

伊
藤
哲
也
「
孝
明
天
皇
直
筆
の
手
紙
・
御
宸
翰
」『
会
津
人
群
像
』
三
四
号
（
二
〇
一
七

年
）
三
一
頁
。

本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
新
政
府
側
の
歴
史
編
纂
事
業
と
の
相
互
作
用
で
あ

る
。松

沢
裕
作
が
論
じ
る
『
復
古
記
』
編
纂
事
業
は
興
味
深
い16

。
新
政
府
側
が

「
正
史
」
を
編
纂
す
る
過
程
と
理
解
す
る
と
、
新
政
府
側
の
歴
史
認
識
が
形
成

さ
れ
る
過
程
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え
、
一
方
的
な
史
料
に
基

づ
く
歴
史
編
纂
事
業
を
遂
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
「
復
古
記
」

編
纂
の
為
に17

、
各
藩
に
史
料
を
提
出
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
政
府
の

側
が
「
賊
軍
」
の
側
に
歴
史
を
整
理
す
る
こ
と
を
求
め
、
引
い
て
は
「
賊
軍
」

側
の
歴
史
認
識
を
問
う
機
会
を
与
え
た
よ
う
な
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

旧
会
津
藩
で
政
府
の
依
頼
に
対
応
し
た
の
は
南
摩
綱
紀
ら
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
当
時
の
学
識
者
と
し
て
漢
学
者
が
挙
が
る
こ
と
が
多
い
。

『
復
古
記
』
や
そ
の
他
、
政
府
側
の
歴
史
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
川
田
剛
（
甕

江
）
や
重
野
安
繹
は
漢
学
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
漢
学
者
が
修
史
事
業
に
従
事
し

た
よ
う
に
、
明
治
初
年
代
の
旧
会
津
藩
も
南
摩
ら
漢
学
者
が
編
纂
事
業
を
進
め

た
の
で
は
な
い
か
。

南
摩
が
提
供
し
た
記
録
「
南
摩
綱
紀
筆
記
」
は
『
復
古
記
』
に
活
用
さ
れ
て

い
る18

。
ま
た
、
南
摩
ら
の
作
業
の
結
実
の
一
つ
が
「
若
松
記
」
と
考
え
ら
れ

16 
松
沢
「
明
治
政
府
の
同
時
代
史
編
纂
」。

17 
復
古
記
に
使
用
さ
れ
た
原
史
料
に
つ
い
て
、
宮
地
「『
復
古
記
』
原
史
料
の
基
礎
的
研

究
」
を
参
照
。

18 

小
林
修
『
南
摩
羽
峰
と
幕
末
維
新
期
の
文
人
論
考
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
三
八
頁
。

注
二
七
を
参
照
。

3
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る
。
小
林
修
に
よ
る
「
平
石
弁
蔵
『
会
津
戊
辰
戦
争
』
の
参
考
書
類
の
中
に

〝「
若
松
記
」
南
摩
綱
紀
所
蔵
〟
と
あ
る
」
と
の
指
摘
は
興
味
深
い
。
平
石
著
の

初
版
刊
行
年
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
で
あ
る19

。
こ
の
時
点
で
は
、
南
摩

が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
、
会
津
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
若
松

記
」
に
は
「
此
書
南
摩
綱
紀
ヨ
リ
借
用
シ
テ
写
置　

明
治
九
年
三
月
十
九
日
」

と
あ
る
。「
若
松
記
」
の
中
身
も
、
記
載
年
月
日
と
し
て
「
復
古
外
記
・
越
後

口
所
引　

若
松
記　

自
七
月
下
旬
至
九
月
中
旬
」「
若
松
記　

白
河
口
戦
記
・

復
古
外
記
所
引　

八
月
下
旬
ノ
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る20

。
ま
さ
し
く
「
復
古

外
記
」
編
纂
の
為
に
提
供
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
時
に
、
明

治
九
年
の
時
点
で
、
南
摩
の
「
若
松
記
」
編
纂
作
業
が
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
も

分
か
る
。

な
お
、『
復
古
記
』
は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
か
ら
昭
和
六
（
一
九
三
一
）

年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
奇
し
く
も
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
は
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
偶
然
だ
ろ
う
が
、
結
果
的
に
『
復
古
記
』

に
対
抗
す
る
形
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
と
め
る
と
、
新
政
府
側
の
歴
史
編
纂
事
業
が
進
む
の
と
併
行
し
て
、
戊
辰

戦
争
で
戦
っ
た
旧
会
津
藩
側
に
も
歴
史
を
ま
と
め
る
作
業
が
求
め
ら
れ
た
。
そ

19 

小
林
『
南
摩
羽
峰
と
幕
末
維
新
期
の
文
人
論
考
』
三
九
頁
、
注
四
二
。
平
石
弁
蔵
『
会
津

戊
辰
戦
争
』（
兵
林
館
、
一
九
一
七
年
）
二
四
五
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

20 

「
若
松
記
」
は
川
口
芳
昭
編
『
会
津
藩
幕
末
・
維
新
史
料
集
』（
お
も
は
ん
社
、
二
〇
〇
五

年
）
に
全
体
の
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
引
用
し
た
記
載
は
、
解
説
「
若
松
記
」『
会

津
藩
幕
末
・
維
新
史
料
集
』
所
収
、
四
五
七
頁
を
参
照
。

う
し
て
集
め
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
作
成
さ
れ
た
史
料
群
が
、
山
川
健
次
郎
ら
の

歴
史
編
纂
事
業
へ
と
流
れ
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、「
若

松
記
」
が
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
の
多
く
の
箇
所
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、

京
都
守
護
職
時
代
の
京
都
の
藩
邸
に
残
っ
て
い
た
文
書
を
、
南
摩
が
京
都
府
勤

務
時
代
に
入
手
し
、
松
平
子
爵
家
に
献
上
し
た
と
い
う
。
そ
の
史
料
が
『
京
都

守
護
職
始
末
』
執
筆
の
史
料
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る21

。
残
念
な
が

ら
、
南
摩
の
史
料
は
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
南
摩
と
旧
会
津
藩
の

歴
史
編
纂
事
業
と
の
関
わ
り
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。

先
に
触
れ
た
、
南
摩
が
収
集
し
た
会
津
藩
の
史
料
は
『
日
本
史
籍
協
会
叢

書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
会
津
藩
庁
記
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。『
会
津
藩
庁
記
録　

第
一
』
の
緒

言
に
曰
く
「
旧
会
津
藩
主
子
爵
松
平
保
男
氏
ガ
此
ノ
史
料
ノ
謄
写
ヲ
許
サ
レ
且

ツ
印
刷
配
本
ノ
事
ヲ
諾
セ
ラ
レ
タ
ル
厚
意
ヲ
敬
謝
ス
」
と
あ
る22

。
三
谷
博
に

よ
れ
ば
、
日
本
史
籍
協
会
の
出
版
に
際
し
て
は
「
明
確
な
編
集
方
針
な
し
に
始

め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
い
う23

。
ま
た
、『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
』
に

「
会
津
藩
士
浅
羽
氏
日
記
」
が
収
録
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た24

。

21 

花
見
朔
巳
編
『
男
爵
山
川
先
生
伝
』（
故
男
爵
山
川
先
生
記
念
会
、
一
九
三
九
年
。
以
下

『
山
川
伝
』
と
略
記
）
四
四
九
頁
。

22 
日
本
史
籍
協
会
編
『
会
津
藩
庁
記
録　

第
一
』（
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
一
八
年
）。

23 
三
谷
博
「
日
本
史
籍
協
会
」『
国
史
大
辞
典
』
一
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）

所
収
、
一
七
五
頁
。

24 

高
田
祐
介
「『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
』
稿
本
の
伝
存
と
構
成
」
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明

治
維
新
と
史
料
学
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
所
収
、
一
五
六
頁
。

4
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山川健次郎と歴史編纂事業：『京都守護職始末』と『会津戊辰戦史』「幻の附録」を中心に

お
そ
ら
く
浅
羽
忠
之
助
の
文
書
で
あ
ろ
う25

。

と
も
あ
れ
、
旧
会
津
藩
側
の
歴
史
編
纂
事
業
が
明
治
初
年
代
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、「
若
松
記
」
の
よ
う
に
一
定
の
結
果
に
結
び
つ
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
編
纂
事
業
の
中
心
と
考
え
ら
れ
る
南
摩
が
自
ら
歴
史
書
を
記
す

こ
と
は
な
か
っ
た
。
小
林
に
よ
れ
ば
、
南
摩
が
記
し
た
「
歴
史
教
科
書
の
先

駆
」
と
さ
れ
る
『
内
国
史
略
』（
羽
峯
書
屋
、
明
治
五
年
）
は
当
初
、
孝
明
天

皇
の
時
代
ま
で
を
扱
う
予
定
だ
っ
た
が
、
変
更
さ
れ
た
。
ま
た
続
編
に
あ
た
る

石
村
貞
一
編
『
内
国
史
略
後
編
』（
桐
陰
書
屋
、
明
治
七
年
）
に
は
積
極
的
に

関
わ
る
意
思
を
見
せ
な
か
っ
た
と
い
う26

。

北
原
雅
長
の
『
守
護
職
小
史
』
な
ど
を
例
に
挙
げ
、「
原
稿
執
筆
時
か
ら
刊

行
ま
で
の
「
空
白
」
に
こ
そ
、
佐
幕
派
維
新
史
の
無
言
の
屈
折
し
た
表
象
が
刻

み
込
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
田
中
彰
の
指
摘
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う27

。
そ
れ

を
踏
ま
え
つ
つ
、
世
に
出
る
こ
と
の
な
か
っ
た
事
業
に
触
れ
た
。

二　

山
川
健
次
郎
と
会
津
の
歴
史
認
識
に
関
し
て

山
川
健
次
郎
は
会
津
の
歴
史
認
識
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
健

次
郎
が
関
わ
っ
た
の
は
、
山
川
浩
『
京
都
守
護
職
始
末
』（
沼
沢
七
郎
、
明
治

25 

浅
羽
忠
之
助
と
そ
の
史
料
に
関
し
て
は
、
阿
部
綾
子
「
浅
羽
忠
之
助
の
生
涯
と
そ
の
遺
録  

浅
羽
家
寄
贈
史
料
か
ら
」『
福
島
県
立
博
物
館
紀
要
』
二
八
号
（
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

26 

小
林
『
南
摩
羽
峰
と
幕
末
維
新
期
の
文
人
論
考
』
一
五
〇
―
一
五
四
頁
。

27 

田
中
『
明
治
維
新
観
の
研
究
』
一
七
八
頁
、
注
三
四
を
参
照
。

四
四
〔
一
九
一
一
〕
年
）
と
、
山
川
健
次
郎
監
修
、
会
津
戊
辰
戦
史
編
纂
会
編

『
会
津
戊
辰
戦
史　

全
』（
会
津
戊
辰
戦
史
編
纂
会
、
昭
和
八
年
）
で
あ
る
。

最
初
に
、
会
津
の
歴
史
認
識
を
確
認
し
た
い
。

薩
長
中
心
の
歴
史
認
識
と
異
な
り
、
会
津
は
「
朝
敵
」
で
は
な
い
と
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
戊
辰
戦
争
は
新
政
府
軍
と
「
朝
敵
」
会
津
な
ど
奥
羽
越
列
藩
同
盟
と

の
戦
い
で
は
な
く
、
新
政
府
と
会
津
と
は
等
し
く
勤
王
で
あ
る
と
再
定
義
さ
れ

る
。
そ
の
象
徴
が
、「
東
軍
」（
＝
会
津
な
ど
）
と
「
西
軍
」（
＝
新
政
府
軍
）

と
い
う
表
現
で
あ
ろ
う
。
会
津
が
「
朝
敵
」
で
は
な
い
こ
と
の
論
拠
は
文
久
三

（
一
八
六
三
）
年
十
月
九
日
に
下
さ
れ
た
孝
明
天
皇
の
御
宸
翰
に
求
め
ら
れ
る28

。

こ
の
御
宸
翰
は
孝
明
天
皇
が
会
津
を
深
く
信
頼
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
会
津

も
勤
王
で
あ
っ
た
こ
と
、
会
津
の
義
を
証
明
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
の
御
宸
翰
は
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
七
月
一
一
日
の
史
談
会
の
席
上

で
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
。
紹
介
者
は
南
摩
綱
紀
で
、
そ
の
談
話
は
翌
年
に
『
史

談
会
記
録
』
六
一
輯
（
明
治
三
〇
〔
一
八
九
七
〕
年
一
一
月
）
と
し
て
刊
行
さ

れ
た29

。
こ
の
時
期
、
維
新
ブ
ー
ム
が
発
生
し
て
お
り
、
旧
幕
臣
た
ち
に
よ
る
、

旧
幕
府
側
か
ら
の
維
新
が
語
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、

会
津
か
ら
見
た
歴
史
は
、
未
だ
広
く
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

戊
辰
戦
争
の
被
害
は
甚
大
で
、
会
津
か
ら
見
た
歴
史
を
描
く
こ
と
に
は
困
難

が
伴
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
御
宸
翰
が
広
く
世
に
知
ら
れ
た
の
は
『
京
都
守

28 

近
年
、
言
及
さ
れ
る
御
宸
翰
に
つ
い
て
整
理
し
た
研
究
が
刊
行
さ
れ
た
。
伊
藤
「
孝
明
天

皇
直
筆
の
手
紙
・
御
宸
翰
」
を
参
照
。

29 

小
林
『
南
摩
羽
峰
と
幕
末
維
新
期
の
文
人
論
考
』
一
二
―
一
三
頁
。

5
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護
職
始
末
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た30

。
興
味
深
い
の
は
、
明
治
四
四
年

刊
行
の
『
京
都
守
護
職
始
末
』
の
著
者
は
健
次
郎
の
兄
で
あ
る
山
川
浩
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
浩
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
死
去
し
て
い
た
。

そ
の
後
「
先
生
〔
＝
健
次
郎
〕
一
人
で
右
の
文
書
類
は
勿
論
、
其
他
の
参
考
書

類
を
一
々
読
破
取
捨
し
て
漸
く
脱
稿
完
成
し
た
」
と
す
る31

。
現
存
す
る
『
京

都
守
護
職
始
末
』
の
草
稿
の
文
字
は
全
て
健
次
郎
の
筆
跡
だ
と
い
う
。
む
し
ろ

「
浩
が
ど
の
程
度
こ
の
本
の
内
容
に
関
与
し
た
の
か
は
、
今
と
な
っ
て
は
わ
か

ら
な
い
」
と
さ
れ
る32

。

『
京
都
守
護
職
始
末
』
が
浩
名
義
で
刊
行
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
出
版
し
た

際
の
影
響
を
憚
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
健
次
郎

の
甥
に
あ
た
る
櫻
井
懋33

は
著
書
『
山
川
浩
』（
私
家
版
、
昭
和
四
二

〔
一
九
六
七
年
〕）
で
次
の
よ
う
に
記
し
た
。「
こ
の
書
は
浩
の
遺
稿
と
な
っ
て

い
る
が
実
質
的
に
は
健
次
郎
の
執
筆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
何
故
著

者
を
浩
に
し
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
に
は
亡
兄
の
志
を
継
い
だ
の
と
、
他
面
に

30 

例
え
ば
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
、
高
梨
光
司
『
読
書
雑
記
』（
高
梨
光
司
、
一
九
三
一
年
）

は
、『
京
都
守
護
職
始
末
』
を
高
く
評
価
す
る
。
北
原
雅
長
の
両
著
作
を
「
維
新
史
中
で

も
出
色
」
と
評
価
し
つ
つ
も
「
前
記
守
護
職
始
末
と
併
せ
読
ま
ば
、
読
者
を
益
す
る
こ
と

大
」
と
、
あ
く
ま
で
も
『
京
都
守
護
職
始
末
』
の
添
え
物
扱
い
で
あ
る
（
一
四
四
頁
）。

高
梨
は
元
新
聞
記
者
で
あ
る
。

31 

『
山
川
伝
』
四
四
九
頁
。

32 

襲
田
健
「
山
川
浩
」
小
桧
山
六
郎
・
間
島
勲
編
『
幕
末
・
会
津
藩
士
銘
々
伝
（
下
）』（
新

人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
四
年
）
所
収
、
二
四
九
頁
。

33 

櫻
井
懋
に
関
し
て
は
、
小
宮
「
史
料
散
歩　

山
川
健
次
郎
の
も
う
一
つ
の
「
遺
稿
」」
を

参
照
。

は
本
書
を
世
に
出
す
と
そ
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
憂
慮
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た

の
で
、
故
人
の
名
に
お
い
て
世
に
問
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
聞
い
て
お
る
」34

。

そ
の
内
容
ゆ
え
に
、
世
間
の
反
響
、
と
り
わ
け
薩
長
出
身
者
の
反
発
を
怖
れ
た

と
す
る
。
健
次
郎
の
心
配
は
杞
憂
で
は
な
か
っ
た
。『
京
都
守
護
職
始
末
』
刊

行
前
に
、
会
津
出
身
の
北
原
雅
長
の
著
作
『
守
護
職
小
史
』
が
明
治
三
一
―

三
二
（
一
八
九
八
―
九
九
）
年
、『
七
年
史
』
上
・
下
巻
が
明
治
三
七

（
一
九
〇
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
た35

。
こ
れ
ら
の
な
か
で
孝
明
天
皇
の
御
宸

翰
に
触
れ
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
、『
七
年
史
』
刊
行
時
に
、
北
原
が
不
敬

罪
の
罪
名
で
一
時
拘
留
さ
れ
た
と
伝
わ
る36

。

健
次
郎
が
『
七
年
史
』
上
巻
に
寄
せ
た
序
に
曰
く
、

「
唯
佐
幕
勤
王
と
排
幕
勤
王
と
の
差
違
あ
る
の
み
。
我
邦
維
新
史
の
多
く

は
排
幕
勤
王
家
の
手
に
成
れ
る
を
以
て
事
の
真
相
を
得
ざ
る
も
の
少
な
か

ら
ず
。
亡
家
兄
去
二
堂
先
生
之
を
慨
し
、
京
都
守
護
職
始
末
の
著
あ
り
。

故
あ
り
て
未
だ
之
を
世
に
公
に
せ
ず
」（
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
）

34 

櫻
井
懋
『
山
川
浩
』（
私
家
版
、
一
九
六
七
年
）
七
七
頁
、「
遺
稿
「
京
都
守
護
職
始
末
」

出
版
の
経
緯
」。

35 

刊
行
年
は
、
国
会
図
書
館
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
た
。『
守
護
職
小
史
』
の
「
序
」
に
よ
れ
ば
、

北
原
が
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
最
中
に
、
記
録
を
残
す
べ
く
筆
を
執
り
、
明
治
三
年
正

月
時
点
で
完
成
し
て
い
た
と
い
う
（『
幕
末
維
新
史
料
叢
書
四
』〔
人
物
往
来
社
、

一
九
六
八
年
〕
一
二
七
頁
）。

36 

早
川
喜
代
次
「
会
津
藩
賊
名
一
掃
に
先
輩
の
苦
心　

北
原
雅
長
・
山
川
健
次
郎
・
平
石
弁

蔵
」
同
『
皎
月
亭
の
懐
想
』（
白
虎
隊
記
念
館
、
一
九
九
六
年
）
所
収
、
五
八
頁
。
北
原

の
孫
の
談
話
に
よ
る
。
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文
中
の
「
去
二
堂
先
生
」
と
は
山
川
浩
を
指
す
。
健
次
郎
は
会
津
を
「
佐
幕
勤

王
」
と
し
て
位
置
付
け
、
世
間
に
「
排
幕
勤
王
」
の
歴
史
が
溢
れ
て
い
る
こ
と

を
嘆
く
。
同
時
に
『
京
都
守
護
職
始
末
』
を
公
表
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
触
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
健
次
郎
は
東
京
帝
大
総

長
に
就
任
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
未
だ
官
途
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

や
は
り
健
次
郎
の
名
前
で
『
京
都
守
護
職
始
末
』
を
刊
行
す
る
の
は
現
実
的
で

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
う
え
で
『
京
都
守
護
職
始
末
』
を
し
ば
ら
く
非
公
開
と
し
た
経
緯
も
確

認
し
た
い
。

そ
の
間
の
事
情
は
花
見
朔
巳
編
『
男
爵
山
川
先
生
伝
』
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

会
津
松
平
家
の
財
政
的
窮
状
の
救
済
と
長
州
出
身
の
三
浦
梧
楼
と
の
交
渉
が
関

係
し
、
具
体
的
に
は
、
健
次
郎
が
三
浦
か
ら
御
宸
翰
の
公
表
見
合
わ
せ
を
依
頼

さ
れ
た
と
い
う37

。
た
し
か
に
、
三
浦
は
自
伝
『
観
樹
将
軍
回
顧
録
』
で
、
会

津
松
平
家
の
苦
境
を
訴
え
る
健
次
郎
の
話
を
聞
き
、
自
ら
の
目
で
御
宸
翰
を
確

認
し
た
と
す
る
。
同
じ
く
長
州
出
身
の
山
県
有
朋
ら
を
説
く
も
成
功
し
な
か
っ

た
。
田
中
光
顕
宮
内
大
臣
と
の
会
談
の
際
に
述
べ
た
言
葉
は
、
薩
長
出
身
者
が

御
宸
翰
を
脅
威
に
感
じ
る
様
子
が
よ
く
表
れ
て
い
る38

。

37 

『
山
川
伝
』
四
三
三
―
四
三
六
、四
四
九
―
四
五
〇
頁
。

38 

三
浦
梧
楼
『
観
樹
将
軍
回
顧
録
』（
中
公
文
庫
、
一
九
八
八
年
。
原
本
は
一
九
二
五
年
刊
）

三
一
二
―
三
一
三
頁
。

「
先
帝
の
御
宸
翰
が
大
分
あ
る
。
こ
れ
を
拝
読
し
て
見
る
と
、
は
っ
き
り

と
は
分
ら
ぬ
が
、
と
に
か
く
会
津
が
最
後
に
至
る
ま
で
一
糸
乱
れ
ず
に
奮

闘
し
た
こ
と
は
ど
う
も
こ
の
御
宸
翰
が
本
に
な
っ
て
お
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
も
し
今
日
こ
う
い
う
御
宸
翰
が
表
面
に
出
る
と
、
変
な
こ
と
に
な
り

は
せ
ぬ
か
。
忌
憚
な
く
申
せ
ば
、
先
帝
の
御
在
世
が
続
い
た
な
ら
ば
、
ご

維
新
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
な
事
実
だ
。
強
い
て
言
え
ば
、

陛
下
の
御
孝
道
如
何
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
思
う
。
こ
れ
を
会

津
が
出
さ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
幸
い
だ
が
、
も
し
出
し
た
ら
如
何
に
す
る

か
」

三
浦
の
説
得
と
事
の
重
大
さ
を
踏
ま
え
、
明
治
天
皇
か
ら
松
平
家
に
五
万
円
を

下
賜
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
『
京
都
守
護
職
始
末
』
は
お

蔵
入
り
と
な
っ
た39

。
だ
が
明
治
三
七
年
に
『
七
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
し

て
、
三
浦
の
依
頼
か
ら
一
〇
年
余
り
経
っ
た
明
治
四
四
年
に
『
京
都
守
護
職
始

末
』
が
刊
行
さ
れ
た40

。

と
こ
ろ
で
『
明
治
天
皇
紀
』
に
よ
れ
ば
、
下
賜
金
は
「
三
万
五
千
円
」
だ
っ

た
と
い
う41

。
出
典
の
一
つ
は
「
徳
大
寺
実
則
日
記
」
だ
が
、
日
記
で
は
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。
も
う
一
つ
の
出
典
は
「
御
逸
事
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
藤
波
言

39 
三
浦
『
観
樹
将
軍
回
顧
録
』
三
〇
九
―
三
一
四
頁
。

40 

『
山
川
伝
』
四
五
〇
頁
。

41 

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀　

第
十
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
二
九
三
―
二
九
四

頁
。
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忠
が
関
与
し
た
も
の
で
あ
る42

。
第
一
九
冊
に
「
明
治
天
皇
、
会
津
松
平
氏
を

救
い
給
う
」
と
の
項
目
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
こ
れ
が
そ
の
出
典
で
あ
ろ
う43

。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
政
府
の
反
発
を
考
慮
し
つ
つ
、
か
つ
三
浦
が
尽
力
し

た
松
平
家
へ
の
下
賜
金
の
件
も
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
山
川
浩
を
著
者
と
す
る
体

裁
で
出
版
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
通
説
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
四
四
年
一
一
月
に
「
山
川
浩
遺
稿
」
と
称
し
た
『
京
都
守
護
職

始
末
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
で
あ
る
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
そ
も
そ
も
公
表
を
見

合
わ
せ
た
は
ず
の
『
京
都
守
護
職
始
末
』
が
な
ぜ
「
明
治
四
四
年
一
一
月
」
に

「
山
川
浩
遺
稿
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
か
。

こ
こ
で
新
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
そ
の
理
由
を
再
検
討
し
た
い
。
従
来
の
通

説
で
は
、
説
明
に
や
や
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、

こ
れ
に
関
し
て
は
、
藩
閥
関
係
者
や
政
府
の
動
き
を
踏
ま
え
れ
ば
説
明
可
能
と

考
え
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
北
原
が
『
七
年
史
』
を
刊
行
し
、
宮
内
省
も
『
孝
明
天
皇

紀
』
を
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
刊
行
し
て
い
た
。「
作
ら
れ
た
の
も
少

部
数
で
あ
り
、
配
布
も
限
定
さ
れ
て
い
て
、
一
般
に
公
開
さ
れ
た
も
の
で
な

か
っ
た
が
、
会
津
側
の
主
張
の
核
心
が
宮
内
省
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
形
と

な
っ
た
の
で
、
健
次
郎
も
い
よ
い
よ
出
版
を
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
、

42 

「
御
逸
事
」
に
関
し
て
は
、
岩
壁
義
光
「
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
御
逸
事
」
に
つ
い
て  

も
う
一
つ
の
「
明
治
天
皇
紀
」」『
神
園
』 （
一
八
）、
二
〇
一
七
年
が
詳
し
い
。

43 

岩
壁
「
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
御
逸
事
」
に
つ
い
て
」
所
収
の
目
録
に
よ
る
（
三
九
頁
）。

遠
山
茂
樹
は
指
摘
す
る44

。

さ
ら
に
明
治
四
四
年
五
月
に
政
府
は
文
部
省
に
維
新
史
料
編
纂
会
を
設
置
し

た
。
こ
の
維
新
史
料
編
纂
会
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
の
史
談
会
と
比
べ
薩
長
土

肥
の
元
老
が
総
登
場
し
て
お
り
「
彼
等
元
老
を
し
て
、
そ
の
健
在
中
に
薩
長
中

心
の
維
新
史
を
確
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
焦
慮
感
を
い
だ
か

し
め
た
」
と
い
う
大
久
保
に
よ
る
評
価
が
あ
る45

。
当
時
も
、
い
わ
ば
薩
長
ら

藩
閥
に
よ
る
公
定
の
維
新
史
を
刊
行
す
る
準
備
を
始
め
た
と
理
解
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
。

健
次
郎
は
維
新
史
料
編
纂
会
に
対
抗
す
る
た
め
の
策
を
練
っ
た
。
そ
し
て
会

津
の
歴
史
認
識
を
世
に
広
め
る
た
め
の
方
策
と
し
て
浩
名
義
の
『
京
都
守
護
職

始
末
』
を
刊
行
し
た
の
で
は
な
い
か
。

関
係
資
料
を
確
認
す
る
と
、『
山
川
伝
』
所
収
の
、
明
治
四
四
年
四
月
六
日

付
飯
沼
関
彌
宛
書
簡
に
曰
く
「
今
回
文
部
省
に
置
か
る
べ
き
維
新
史
料
編
纂
会

は
守
護
職
始
末
が
動
機
と
な
り
し
旨
の
由
に
候
ひ
し
が
、
余
り
突
飛
な
る
事
に

付
、
深
く
も
心
に
止
め
候
は
で
聞
候
ひ
き
。
然
る
に
昨
日
池
田
晃
淵
氏
の
話
を

承
る
に
、
其
説
真
な
る
が
如
し
。
甚
だ
面
白
く
感
じ
申
候
。
三
浦
悟
楼
が
大
隈

（
重
信
）
に
話
し
た
る
説
に
て
、
山
縣
（
有
朋
）
な
ど
が
、
始
末
（
京
都
守
護

職
始
末
）
に
よ
れ
ば
、
先
帝
の
御
時
代
に
は
、
長
州
は
凡
て
違
勅
3

3

の
行
動
を
為

44 
遠
山
茂
樹
「
解
説
」
山
川
浩
著
、
遠
山
茂
樹
校
注
、
金
子
光
晴
訳
『
京
都
守
護
職
始
末

一
』（
平
凡
社
、
一
九
六
五
年
）
所
収
、
二
四
四
―
二
四
五
頁
。

45 

大
久
保
利
謙
「
王
政
復
古
史
観
と
旧
藩
史
観
・
藩
閥
史
観
」
同
『
日
本
近
代
史
学
の
成

立
』
所
収
、
三
六
六
頁
。
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し
来
れ
る
も
の
に
て
、
後
世
に
至
り
大
い
に
誤
解
さ
る
ゝ
恐
あ
れ
ば
、
先
長
元

老
生
前
に
後
世
の
誤
解
を
防
ぐ
に
足
る
べ
き
様
な
し
置
か
ざ
る
可
か
ら
ず
と
、

今
回
の
事
に
相
成
候
由
、
大
隈
よ
り
池
田
に
語
り
た
る
由
に
御
座
候
」
と
。『
山

川
伝
』
の
執
筆
者
は
「
文
部
省
の
維
新
史
料
編
纂
会
も
実
は
こ
の
書
の
刊
行
が

動
機
と
な
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
一
部
に
は
見
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
、

や
や
弱
い
表
現
を
用
い
た46

。
書
簡
中
に
登
場
す
る
池
田
晃
淵
は
、
帝
国
大
学

文
科
大
学
の
史
料
編
纂
係
に
務
め
た
人
物
で
、
健
次
郎
が
『
京
都
守
護
職
始

末
』
の
下
原
稿
を
執
筆
依
頼
し
た
人
物
で
あ
る47

。
ち
な
み
に
、
遠
山
茂
樹
は

『
京
都
守
護
職
始
末
』
刊
行
の
み
が
維
新
史
料
編
纂
会
の
立
ち
上
げ
に
影
響
し

た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
か
否
か
に
つ
い
て
、「
に
わ
か
に
断
定
を
下
し
に
く

い
が
、
当
時
一
般
、
と
く
に
佐
幕
な
い
し
反
政
府
側
か
ら
そ
う
見
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
た48

。

そ
れ
か
ら
、
健
次
郎
の
関
係
文
書
を
収
録
し
た
『
書
簡
集
』
は49

、
明
治

四
四
年
四
月
二
一
日
付
、
妻
り
う
宛
書
簡
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
さ

46 

『
山
川
伝
』
四
五
〇
―
四
五
一
頁
。

47 

『
山
川
伝
』
四
四
八
頁
。
池
田
に
関
し
て
は
、
新
藤
透
「
松
前
藩
出
身
の
歴
史
学
者
池
田

晃
淵
書
誌　

経
歴
と
事
跡
」『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
一
（
二
）、
二
〇
〇
三
年
も

参
照
。

48 

遠
山
「
解
説
」
二
四
六
頁
。

49 

『
書
簡
集
』
に
関
し
て
は
、
小
宮
京
・
中
澤
俊
輔
「
山
川
健
次
郎
『
書
簡
集
』
に
関
す
る

基
礎
的
考
察
」『
青
山
史
学
』
三
八
号
（
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。
他
に
、
簡
単
な
紹
介

と
し
て
、
小
宮
京
「
山
川
健
次
郎
と
日
米
親
善
／
『
書
簡
集
』
が
示
す
真
実
」『
論
座
』

二
〇
一
九
年
八
月
二
五
日
掲
載
（h

ttps://w
ebron

za.asah
i.com

/politics/articles/ 
2019082000011.h

tm
l

）
も
参
照
。

ら
に
興
味
深
い
。
曰
く
「
今
度
文
部
省
に
於
て
維
新
史
料
編
纂
局マ
マ

を
置
き
た
る

は
京
都
守
護
職
始
末
を
見
て
長
閥
の
元
老
共
が
狼
狽
し
て
始
め
た
る
結
果
な
り

と
大
隈
よ
り
池
田
が
聞
き
た
る
由
に
つ
き
別
紙
の
如
き
手
紙
に
御
座
候
。
そ
れ

に
つ
け
て
も
人
の
信
用
は
大
事
な
る
も
の
に
御
座
候
。
守
護
職
始
末
に
在
り
候

事
の
大
体
は
外
の
書
に
も
候
が
亡
兄
様
御
著
述
と
云
ふ
の
で
元
老
輩
も
気
に
い

た
し
候
も
の
と
見
え
申
候
」
と
す
る
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
適
宜
読
点
を

付
し
た
）。

ま
ず
「
守
護
職
始
末
に
在
り
候
事
の
大
体
は
外
の
書
に
も
候
」
と
述
べ
て
い

る
通
り
、
北
原
『
七
年
史
』
な
ど
で
、
孝
明
天
皇
の
御
宸
翰
は
す
で
に
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
京
都
守
護
職
始
末
』
が
山
川
浩
の
遺
稿

と
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、「
長
閥
の
元
老
共
」「
元
老
輩
」
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た

と
い
う
認
識
が
看
て
取
れ
る
。
当
時
存
命
の
長
州
出
身
の
元
老
は
山
県
有
朋
と

井
上
馨
で
あ
っ
た
。

山
川
浩
は
戊
辰
戦
争
で
会
津
の
軍
勢
を
率
い
て
戦
い
、
西
南
戦
争
で
も
活
躍

し
た
。
貴
族
院
で
は
藩
閥
政
府
を
批
判
す
る
将
軍
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ

れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
幕
末
に
白
虎
隊
の
一
隊
士
（
の
ち
除
隊
）
で
し
か
な
か
っ

た
健
次
郎
の
名
前
で
出
版
す
る
よ
り
は
、
浩
の
名
前
で
刊
行
し
た
方
が
世
間
に

対
し
て
強
い
印
象
を
与
え
る
は
ず
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
で
対
峙
し
た
「
長
閥
の

元
老
共
」
が
無
視
で
き
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
浩
名
義
で
の

刊
行
は
健
次
郎
の
期
待
通
り
の
成
果
を
生
ん
だ
と
評
せ
よ
う
。

ま
た
、
妻
り
う
宛
書
簡
に
は
「
別
紙
池
田
の
手
紙
お
目
に
掛
け
候
」
と
書
い

て
お
り
、
池
田
か
ら
手
紙
が
来
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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と
も
あ
れ
、
維
新
史
料
編
纂
会
が
立
ち
上
が
る
と50

、
旧
会
津
藩
か
ら
も
顧

問
を
出
し
た
。
当
初
は
柴
太
一
郎
が
任
じ
ら
れ
た
が
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）

年
に
死
去
し
た
。
松
平
子
爵
家
で
協
議
の
の
ち
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年

一
月
三
〇
日
付
で
健
次
郎
に
辞
令
が
下
っ
た
。
も
っ
と
も
閑
職
だ
っ
た
た
め
に
、

一
回
し
か
出
席
し
な
か
っ
た
。
健
次
郎
は
維
新
史
料
編
纂
会
と
の
関
係
を
『
会

津
戊
辰
戦
史
』
執
筆
時
に
疑
問
点
の
解
消
な
ど
で
活
用
し
た
と
い
う51

。
維
新

史
料
編
纂
会
の
外
郭
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
史
籍
協
会
の
叢
書
に52

、

会
津
藩
関
係
の
史
料
が
収
録
さ
れ
た
の
は
、
維
新
史
料
編
纂
会
に
柴
太
一
郎
や

健
次
郎
が
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

ま
と
め
る
と
、『
京
都
守
護
職
始
末
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
明
治
四
四
年

一
一
月
だ
っ
た
。
こ
れ
は
半
年
前
に
維
新
史
料
編
纂
会
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
健
次
郎
が
世
間
へ
の
公
表
に
踏
み
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
藩
閥
の
側

か
ら
維
新
史
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
元
老
ら
に
、
会
津
の
側
か
ら
健
次
郎
が
異

議
を
申
し
立
て
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、『
京
都
守
護
職
始
末
』
刊
行
が
、
健
次
郎
の
人
生
に
意
外
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
健
次
郎
は
明
治
四
四
年
四
月
か
ら
九
州
帝
国

大
学
初
代
総
長
と
し
て
着
任
し
て
い
た
。
一
一
月
に
明
治
天
皇
の
お
召
列
車
の

50 

維
新
史
料
編
纂
会
に
つ
い
て
は
、
箱
石
大
「
維
新
史
料
編
纂
会
の
成
立
過
程
」『
栃
木
史

学
』
第
一
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
他
に
、
小
沢
栄
一
ほ
か
「〔
座
談
会
〕
維
新

史
研
究
の
歩
み
〔
第
一
回
〕
―
維
新
史
料
編
纂
会
の
果
た
し
た
役
割
」『
日
本
歴
史
』
第

二
四
六
号
（
一
九
六
八
年
）
も
参
照
。

51 

『
山
川
伝
』
四
〇
七
―
四
〇
九
頁
。

52 

三
谷
「
日
本
史
籍
協
会
」
一
七
四
頁
。

脱
線
事
件
が
発
生
し
、
責
任
を
感
じ
た
門
司
駅
構
内
主
任
の
清
水
正
次
郎
が
自

殺
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
健
次
郎
は
一
二
月
二
日
に
地
元
紙
『
福
岡
日
日
新

聞
』
に
清
水
を
批
判
す
る
談
話
を
寄
稿
し
た
。
こ
れ
が
現
地
の
新
聞
界
や
政
界

を
巻
き
込
み
、
中
央
政
界
に
も
波
及
し
た
。
政
府
と
し
て
は
、
大
正
元

（
一
九
一
二
）
年
八
月
に
前
年
の
一
九
一
一
年
八
月
中
か
ら
検
討
し
て
い
た
東

京
帝
大
総
長
へ
の
転
任
で
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
転
任
は
妨
害

に
あ
っ
て
失
敗
し
た
。
小
股
憲
明
は
妨
害
し
た
の
は
元
老
の
山
県
有
朋
枢
密
院

議
長
と
芳
川
顕
正
枢
密
院
副
議
長
だ
っ
た
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
「
政
友
会
と

官
僚
閥
と
の
政
争
の
一
環
」
と
位
置
付
け
た53

。
だ
が
小
股
の
指
摘
に
は
理
解

し
か
ね
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
後
、
健
次
郎
は
第
三
次
桂
内
閣
で
東
京
帝
大
総

長
に
転
任
し
た
。
政
争
の
一
環
で
あ
れ
ば
、
桂
内
閣
で
人
事
異
動
が
実
現
す
る

の
は
変
で
あ
る
。
後
年
の
こ
と
だ
が
、
健
次
郎
は
寺
内
正
毅
首
相
に
入
閣
を
請

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る54

。
寺
内
内
閣
で
入
閣
し
た
閣
僚
や
健
次
郎
の
経
歴
を
踏

ま
え
れ
ば
、
敢
え
て
言
え
ば
健
次
郎
は
官
僚
閥
に
括
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

点
か
ら
も
、
小
股
の
指
摘
す
る
構
図
に
は
疑
問
が
残
る
。

む
し
ろ
、『
京
都
守
護
職
始
末
』
刊
行
が
「
長
閥
の
元
老
共
」
の
怒
り
を
買
っ

た
た
め
に
、
人
事
で
意
趣
返
し
を
受
け
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
健
次
郎
の
交
渉
相
手
で
あ
っ
た
長
州
出
身
の
三
浦
の
反
応
に
つ
い

53 
小
股
憲
明
「
門
司
駅
員
の
引
責
自
殺
と
山
川
健
次
郎
言
責
事
件　

―
二
つ
の
忠
君
愛
国

を
め
ぐ
っ
て
―
」『
人
文
學
報
』
七
二
号
（
一
九
九
三
年
）
五
八
―
五
九
頁
。

54 

小
宮
京
・
中
澤
俊
輔
「
解
題　

日
記
か
ら
見
え
る
山
川
健
次
郎
」
尚
友
倶
楽
部
・
小
宮
・

中
澤
編
『
山
川
健
次
郎
日
記
』
所
収
、
二
二
九
―
二
三
〇
頁
。
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山川健次郎と歴史編纂事業：『京都守護職始末』と『会津戊辰戦史』「幻の附録」を中心に11

て
、
健
次
郎
の
伝
記
は
「
些
か
不
満
の
態
で
あ
っ
た
」
と
穏
や
か
で
あ
っ
た
か

の
よ
う
に
記
し
た
が55

、
実
際
は
不
満
を
爆
発
さ
せ
て
い
た
。
な
ん
と
自
伝
で

交
渉
の
一
切
合
切
を
暴
露
し
た
。「
爾
来
会
津
で
は
固
く
徳
義
を
守
っ
て
、
ど

こ
か
ら
何
と
い
っ
て
来
て
も
、
こ
の
御
宸
翰
は
決
し
て
出
さ
ぬ
。
こ
れ
だ
け
は

ど
う
ぞ
出
し
て
く
れ
る
な
と
言
っ
て
あ
る
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
い
る
」
と

し
た
の
は56

、
精
一
杯
の
嫌
味
で
あ
ろ
う
か
。
付
け
加
え
る
と
、
三
浦
の
自
伝

刊
行
時
に
『
京
都
守
護
職
始
末
』
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
『
京
都
守
護
職
始
末
』
刊
行
が
長
州
出
身
者
の
神
経
を
逆
撫
で

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
が
健
次
郎
の
転
任
に
思
わ
ぬ
結
果
を
も
た
ら

し
た
と
い
う
推
測
も
述
べ
た
。
そ
の
後
の
経
過
は
『
山
川
伝
』
に
よ
る
と
「
反

感
」
が
「
さ
る
方
面
に
在
っ
て
も
殆
ん
ど
冷
却
」
し
た
た
め
に
転
任
が
実
現
し

た
と
い
う57

。『
山
川
伝
』
執
筆
者
も
、
政
争
の
よ
う
な
構
造
的
な
も
の
で
は
な

く
、
山
県
の
瞬
間
的
な
怒
り
を
買
っ
た
と
い
う
解
釈
に
立
っ
て
い
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。

本
節
で
論
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。『
京
都
守
護
職
始
末
』
刊
行
前
後
の
時

系
列
を
整
理
す
る
と
、
健
次
郎
が
、
文
部
省
に
設
置
さ
れ
た
維
新
史
料
編
纂
会

を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
政
府
が
藩
閥
側
か
ら
見
た
維
新
史
を

刊
行
す
る
前
に
、
健
次
郎
が
会
津
か
ら
見
た
歴
史
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
た
の

で
は
な
い
か
。
要
す
る
に
、
健
次
郎
は
藩
閥
政
府
に
よ
る
維
新
史
構
築
に
対
抗

55 

『
山
川
伝
』
四
五
〇
頁
。

56 

三
浦
『
観
樹
将
軍
回
顧
録
』
三
一
七
頁
。

57 

『
山
川
伝
』
二
二
五
頁
。

す
る
た
め
行
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
幕
末
に
活
躍
し
た
兄
の
浩
名

義
で
刊
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
健
次
郎
が
書
簡
に
記
し
た
よ
う
に
『
京
都
守

護
職
始
末
』
刊
行
は
藩
閥
関
係
者
へ
の
打
撃
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
見
事
に
そ
の
意
図
は
達
成
さ
れ
た
が
、
健
次
郎
の
九
大
か
ら
の
転
任
に

際
し
て
山
県
有
朋
ら
の
意
趣
返
し
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　
『
京
都
守
護
職
始
末
』
関
連
資
料
に
つ
い
て

健
次
郎
の
「
遺
稿
」
に
は
、『
京
都
守
護
職
始
末
』
に
関
連
す
る
原
稿
が
残
っ

て
い
る
。

ま
ず
、「
遺
稿　

七
」
原
稿
に
収
録
さ
れ
て
い
る
原
稿
類
の
表
題
を
以
下
に

示
す
。八

七　
　

徳
川
氏
の
東
北
に
於
け
る
諸
侯
の
配
置

八
八　
　

維
新
当
時
に
於
け
る
水
戸
藩
の
国
情

八
九　
　

松
平
容
保
公
守
護
職
の
奉
命
と
関
東
下
向
辞
退
の
事
情

九
〇　
　

萩
事
変
五
十
年
追
悼
会
に
於
け
る
講
話

九
一　
　

維
新
の
際
に
於
け
る
年
来
の
疑
問

九
二　
　

会
津
藩
禄
制
一
班

九
三　
　

会
津
松
平
家
の
知
行
高

九
四　
　

校
訂
戊
辰
殉
難
名
簿
凡
例
（
旧
稿
）

九
五　
　

会
津
藩
主
要
人
物
略
伝
（
未
定
稿
）
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九
六　
　

山
本
覚
馬
の
伝
記
に
就
て

九
七　
　

田
中
土
佐

九
八　
　

野
村
左
兵
衛

九
九　
　

飯
田
兵
左
衛
門

一
〇
〇　

西
郷
刑
部

一
〇
一　

遠
山
寅
次
郎

原
稿
の
末
尾
に
は
出
典
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
上
記
八
七
か
ら

一
〇
一
ま
で
は
、
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容
か
ら
講
演
原
稿
と
推
定
可
能

な
も
の
も
あ
る
。
一
方
、
何
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
の
か
、
明
確
で
は
な
い
原

稿
も
存
在
し
た
。「
遺
稿
」
全
体
を
通
読
し
て
受
け
た
印
象
と
し
て
、
か
つ
て

「「
遺
稿
」
原
稿
六
後
半
か
ら
七
は
会
津
関
係
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た58

。
本
節

で
は
よ
り
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
う
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
「
九
五　

会
津
藩
主
要
人
物
略
伝
（
未
定
稿
）」

で
あ
る
。

最
初
に
、
こ
の
原
稿
の
作
成
日
時
を
推
定
し
た
い
。

亡
く
な
っ
た
人
物
に
注
目
す
る
と
、
も
っ
と
も
遅
い
「
諏
訪
頼
徳
」
が
「
明

治
丗
一
年
会
津
に
於
て
病
死
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ

る
）。
た
だ
、
他
の
調
査
に
よ
る
と
、
諏
訪
の
没
年
は
明
治
三
二

58 

小
宮
・
中
澤
「
山
川
健
次
郎
「
遺
稿
」
の
基
礎
的
考
察
」
一
一
頁
。

（
一
八
九
九
）
年
で
あ
る59

。
諏
訪
の
実
際
の
没
年
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
原
稿

は
明
治
三
二
年
五
月
以
降
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、「
秋
月
胤
永
」
が

「
今
猶
生
存
す
」
と
あ
る
た
め
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
以
前
の
作
成
で

あ
る
。
他
に
、
西
郷
頼
母
も
「
今
な
お
存
命
」
と
さ
れ
て
い
る
。
西
郷
は
明
治

三
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
死
去
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
踏
ま
え
る
と
、
明
治

三
二
年
か
ら
明
治
三
三
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
山
川
浩
は
明
治
三
一
年
二
月
四
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る60

。
諏

訪
が
明
治
三
二
年
五
月
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
原
稿
の
作

成
者
は
健
次
郎
以
外
に
有
り
得
な
い
。
こ
れ
は
平
凡
社
版
『
京
都
守
護
職
始

末
』
の
解
説
で
遠
山
茂
樹
が
「
実
質
的
に
は
山
川
健
次
郎
の
著
書
と
見
る
べ

き
」
と
指
摘
し
た
通
り61

、
同
書
に
健
次
郎
が
深
く
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
史

料
と
評
価
で
き
よ
う
。

次
に
注
目
す
べ
き
は
「
梶
原
景
雄
」
が
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
北
海

道
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
大
変
貴
重
な

情
報
で
あ
る
。
梶
原
平
馬
は
、
健
次
郎
の
姉
の
二
葉
と
結
婚
し
て
い
た
。
維
新

後
に
景
雄
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
梶
原
が
い
つ
亡
く
な
っ
た
の
か
近
年

ま
で
不
明
だ
っ
た
。
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
内
藤
本
家
で
、
平
馬
の
法

名
が
記
さ
れ
て
い
た
紙
片
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
根
室
の
墓
が
発
見
さ
れ

59 
野
口
信
一
編
『
会
津
人
物
文
献
目
録
』（
歴
史
春
秋
社
、
一
九
八
〇
年
）
一
八
二
頁
。
明

治
三
二
年
五
月
没
。

60 

櫻
井
『
山
川
浩
』
八
八
頁
。

61 

遠
山
「
解
説
」
二
三
九
頁
。
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た62

。
そ
の
梶
原
の
没
年
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
二
葉
と
離
縁
し
た
と
は

い
え63

、
明
治
三
二
―
三
三
年
時
点
で
健
次
郎
の
手
元
に
は
情
報
が
届
い
て
い

た
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
二
葉
に
関
す
る
基
本
史
料
で
あ
る
黒
川
竜
編
『
山
川

二
葉
先
生
』（
桜
蔭
会
、
明
治
四
三
〔
一
九
一
〇
〕
年
）
に
は
そ
の
履
歴
が
記

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
梶
原
平
馬
と
の
離
縁
の
時
期
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
の
履
歴
は
健
次
郎
が
提
供
し
た
史
料
に
基
づ
い
て
い
る
（
写
真
一
・
二
）。

健
次
郎
は
敢
え
て
触
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
明
治
三
六
年
時
点
で
、
平
馬
と
テ
イ
の
息
子
の
文
雄
が
、
山
川
二
葉

や
梶
原
景
清
と
暮
ら
し
て
い
た
事
が
分
か
っ
て
い
る64

。
相
続
の
関
係
が
あ
る

た
め
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
健
次
郎
の
も
と
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
平
馬
死
去

の
報
が
届
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
「
九
五　

会
津
藩
主
要
人
物
略
伝
（
未
定
稿
）」
は
、

「
京
都
守
護
職
始
末
」
に
附
録
と
し
て
収
録
す
る
こ
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

だ
が
、
山
川
家
と
梶
原
と
の
関
係
も
あ
り
、
公
表
を
控
え
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
事
実
と
し
て
、
健
次
郎
の
「
遺
稿
」
を
収
録
し
た
櫻
井

懋
編
『
補
遺
（
未
定
稿
）
山
川
健
次
郎
博
士
遺
稿
』（
私
家
版
、
昭
和
四
四

62 

「
梶
原
平
馬
景
雄
」
菅
野
恒
雄
『
会
津
藩
に
仕
え
た
内
藤
一
族
』（
菅
野
恒
雄
、
一
九
九
二

年
）
所
収
、
二
〇
八
―
二
一
〇
頁
。

63 

梶
原
平
馬
と
二
葉
が
い
つ
離
縁
し
た
か
、
現
在
で
も
正
確
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

64 

川
上
淳
・
本
田
克
代
「
私
立
根
室
女
子
小
学
校
校
長
「
水
野
貞
」
事
跡
」『
根
室
市
博
物

館
開
設
準
備
室
紀
要
』
七
号
（
一
九
九
三
年
）
五
七
頁
。

〔
一
九
六
九
〕
年
）
は65

、「
遺
稿　

六
・
七
」
原
稿
を
中
心
に
収
録
し
て
い
る
。

そ
の
目
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

会
津
藩
禄
制
一
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
二

一　

会
津
藩
士
精
神
教
育
の
概
畧
―
（
一
部
分
） 　

八
六　
「
遺
稿
」
六66

一　

松
平
容
保
公
守
護
職
の
奉
命
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
東
下
向
辞
退
の
事
情　

八
九

一　

維
新
の
際
に
於
け
る
年
来
の
疑
問　
　
　
　
　

九
一

一　

田
中
土
佐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
七

一　

小
笠
原
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
四　
「
遺
稿
」
六

一　

永
岡
久
茂
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
三　
「
遺
稿
」
六

一　

野
村
左
兵
衛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
八　

一　

飯
田
兵
左
衛
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
九　

一　

西
郷
刑
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇　

一　

遠
山
寅
次
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
一　

一　

山
本
覚
馬
の
伝
記
に
就
て　
　
　
　
　
　
　
　

九
六　

九
五
の
原
稿
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
第
一
に
、
浩
名
義
で
刊
行
し
た
こ
と
を

65 

会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
所
蔵
。

66 

「
遺
稿
」
六
に
収
録
さ
れ
た
「
会
津
藩
士
人マ

マ

精
神
教
育
の
概
略
」
と
、
表
題
が
若
干
違
う
。
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引
っ
繰
り
返
す
よ
う
な
史
料
を
世
に
出
し
た
く
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
梶

原
平
馬
に
関
す
る
記
述
を
含
む
た
め
、
公
表
を
見
送
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

四　

梶
原
平
馬
の
足
跡
に
つ
い
て

梶
原
平
馬
に
関
し
て
、
共
同
研
究
者
の
中
澤
俊
輔
氏
と
調
査
を
行
っ
た
。
先

行
研
究
で
は
、
梶
原
平
馬
の
足
跡
は
明
治
八
年
四
月
に
会
津
に
い
た
の
を
最
後

に
途
絶
え
た
と
さ
れ
て
き
た
。
同
時
に
、
明
治
一
一
年
に
梶
原
と
結
婚
し
た
水

野
貞
が
、
明
治
一
四
年
一
一
月
に
根
室
に
転
任
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る67

。

北
海
道
立
文
書
館
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
明
治
一
二
．
一
〇
．
七
」
時
点

の
書
類
「
福
島
県
平
民
梶
原
景
雄
米
商
会
所
設
立
願
出
ニ
付
身
元
取
調
方
ノ

件
」
と
い
う
書
類
を
発
見
し
た68

。
こ
の
書
類
に
は
「
函
館
支
庁
在
勤　

開
拓

67 

水
野
貞
（
梶
原
貞
）
に
関
し
て
は
、
川
上
・
本
田
「
私
立
根
室
女
子
小
学
校
校
長
「
水
野

貞
」
事
跡
」、
本
田
克
代
「
私
立
根
室
女
子
小
学
校
校
長
「
水
野
貞
（
梶
原
貞
子
）」
先
生

に
関
す
る
史
料
追
加
」『
根
室
市
博
物
館
開
設
準
備
室
だ
よ
り
』
一
〇
号
（
一
九
九
四
年
）

所
収
、
菅
野
恒
雄
「
内
藤
家
で
見
つ
か
っ
た
梶
原
貞
子　

六
十
三
歳
の
写
真
」『
根
室
市

博
物
館
開
設
準
備
室
だ
よ
り
』
一
〇
号
（
一
九
九
四
年
）
所
収
、
菅
野
恒
雄
「
東
京
で
生

ま
れ
育
ち
教
鞭
を
執
っ
た
梶
原
平
馬
二
度
目
の
妻
貞
子
の
足
跡
」『
根
室
市
博
物
館
開
設

準
備
室
紀
要
』
一
〇
号
（
一
九
九
六
年
）
所
収
、
を
参
照
。
そ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
、

遠
藤
由
紀
子
「
会
津
藩
家
老
梶
原
平
馬
を
め
ぐ
る
女
性　

山
川
二
葉
・
水
野
貞
と
「
仕

事
」」
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
所
編
『
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
叢
書　

第

七
集　

女
性
と
仕
事
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
所
収
、
が
最
新
の
研
究
で
あ
る
。

68 

「
福
島
県
平
民
梶
原
景
雄
米
商
会
所
設
立
願
出
ニ
付
身
元
取
調
方
ノ
件
」『
官
省
府
県
往
文

移
録　

共
四
貞　

明
治
十
二
年
自
十
月
第
九
百
廿
六
号
至
十
二
月
第
千
六
百
六
十
七
号
』

（
簿
書
三
二
三
二
）
所
収
。

大
書
記
官
時
任
為
基
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
梶
原
が
函
館
入
り
し
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
一
二
年
頃
に
、
函
館
で
米
取
引
所
の
申
請
が

行
わ
れ
て
い
た
と
『
函
館
市
史
』
に
あ
る
。
曰
く
「
当
地
に
お
け
る
取
引
所
設

立
の
動
き
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
起
き
て
お
り
、
具
体
的
に
は
明
治
一
二

年
の
弘
前
町
士
族
七
名
に
よ
る
米
商
会
所
設
立
の
動
き
（
開
拓
使
函
館
支
庁
に

設
立
出
願
）」
と
い
う
。
実
際
に
取
引
所
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
二
七
年
で

あ
っ
た69

。

話
を
戻
す
と
、
こ
の
書
類
に
は
、
梶
原
は
「
福
島
県
士
族　

会マ

マ津
郡
若
松
一

ノ
町
七
番
地
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
旧
斗
南
士
族
名
簿
便
覧
』
に
記
載
さ
れ

た
住
所
は
「
明
治
八
年
四
月　

若
松
県
下
大
町
一
ノ
丁　

〇
上
市
川
村　

梶
原

成
馬
事
景
雄
」
で
あ
る70

。

注
意
す
べ
き
は
、
書
類
の
件
名
で
は
「
平
民
」
だ
が
、
史
料
に
は
「
士
族
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住
所
に
記
さ
れ
た
「
会
津
郡
」
は
明
治
一
二
年

一
〇
月
時
点
で
は
存
在
し
な
い
。
明
治
一
二
年
一
月
に
「
北
会
津
郡
」
と
「
南

会
津
郡
」
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
は
会
津
の
地
名
変
更
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、

梶
原
が
既
に
函
館
に
移
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
明
治
一
四
年
末
時
点
の
書
類
に
は
「
函
館
区
相
生
町
十
四
番
地　

開

69 
『
函
館
市
史
デ
ジ
タ
ル
版
』　

h
ttp

://a
rch

iv
es.c.fu

n
.a

c.jp
/h

a
k

od
a

tesh
ish

i/
tsu

u
setsu

_02/sh
ish

i_04-06/sh
ish

i_04-06-05-02-01.h
tm

（
二
〇
一
九
年
八
月
六

日
閲
覧
）。
元
は
『
函
館
市
史
』
通
説
編
第
二
巻
、
八
一
一
―
八
一
三
頁
。

70 

好
川
之
範
「
梶
原
平
馬
」
小
桧
山
六
郎
・
間
島
勲
編
『
幕
末
・
会
津
藩
士
銘
々
伝

（
上
）』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
四
年
）
所
収
、
一
四
五
頁
。
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拓
使
士
族　

梶
原
景
雄
」
と
函
館
在
住
の
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る71

。
清
健
社

の
事
業
と
し
て
は
、
糞
尿
を
収
集
し
、
硝
石
を
製
造
す
る
事
業
を
目
的
と
し
て

い
た
。
梶
原
の
他
に
、
小
澤
寛
吉
（
東
京
府
京
橋
区
）、
中
宮
誠
之
（
石
川
県

金
沢
区72

）、
佐
久
間
源
二
（
函
館
区
）
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。

梶
原
が
明
治
一
四
年
頃
に
函
館
在
住
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
緒
に
行
動
し
た

と
思
わ
れ
る
梶
原
テ
イ
（
水
野
貞
）
に
関
す
る
公
文
書
か
ら
確
定
事
項
と
し
て

扱
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
川
上
淳
・
本
田
克
代
論
文
と
菅
野
恒
雄
論
文
に

引
用
さ
れ
て
い
な
い
文
書
を
取
り
上
げ
た
い
。

「
梶
原
テ
イ
」（
書
類
上
の
記
載
に
従
う
）
は
「
明
治
一
四
年
二
月
一
九
日

付
」
の
「
御
受
書
」
で
「
女
紅
場
文
学
教
員
」
の
辞
令
を
受
け
た
こ
と
が
分
か

る73

。
そ
れ
以
前
に
関
し
て
は
「
師
範
学
校
附
属
小
学
予
備
教
員
梶
原
テ
イ
女

紅
場
ヘ
在
勤
替
方
ノ
件
」
と
の
書
類
が
存
在
し
「
師
範
学
校
附
属
小
学
予
備
教

員　

月
俸
金
七
円　

梶
原
テ
イ
」
と
本
文
に
書
い
て
あ
る
。
書
類
の
日
付
は

「
明
治
一
四
．
二
．
一
八
」
で
あ
る74

。
そ
の
後
、
一
一
月
（
日
付
の
記
載
は
な

71 

「
相
生
町
居
住
士
族
梶
原
景
雄
外
三
名
清
建
社
開
設
願
ノ
件
」『
取
裁
録　

明
治
十
四
年
』

（
簿
書
四
九
四
五
）
所
収
。
会
社
名
も
書
類
で
は
「
清
健
社
」
で
あ
る
。

72 

中
宮
は
、
加
賀
藩
の
洋
学
者
・
鹿
田
正
明
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
中
宮
は
『
広
益
英
倭
字

典
』
の
刊
行
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
。
板
垣
英
治
「
壮
猶
館
翻
訳
方
芝
木
昌
之
進
と
「
ハ

ル
レ
ー
地
球
万
国
暦
史
」
に
つ
い
て
」『
日
本
海
域
研
究
』
四
五
号
（
二
〇
一
四
年
）

七
八
頁
。

73 

「
女
紅
場
文
学
教
員
拝
命
ニ
付
辞
令
拝
戴
ノ
件
」『
願
伺
届
録　

明
治
十
四
年
ヨ
リ
十
五
年

三
月
函
館
県
エ
引
継
迄
ノ
分
属
之
』（
簿
書
四
七
六
七
）
所
収
。

74 

「
師
範
学
校
附
属
小
学
予
備
教
員
梶
原
テ
イ
女
紅
場
ヘ
在
勤
替
方
ノ
件
」『
取
裁
録　

明
治

十
四
年
ヨ
リ
同
十
五
年
三
月
函
館
県
引
継
迄
ノ
分
属
之
』（
簿
書
四
七
六
六
）
所
収
。

い
）
に
「
今
般
家
事
向
都
合
有
之
恐
縮
之
至
リ
ニ
ハ
候
得
共
何
卒
教
員
御
免
被

成
下
度
」
と
の
書
類
が
残
っ
て
い
る75

。
許
可
の
日
付
は
一
一
月
一
九
日
な
の

で
、
そ
れ
以
前
に
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う76

。
そ
れ
か
ら
「
元
女
紅
場

文
学
教
師
梶
原
テ
イ
根
室
支
庁
ヘ
採
用
ノ
処
向
フ
一
週
間
残
務
取
纏
為
致
方
ノ

件
」
と
の
書
類
が
「
一
一
月
二
二
日
」
付
で
残
っ
て
い
る77

。
ち
な
み
に
、
同

書
類
の
中
で
は
「
梶
原
貞
」
と
の
記
述
も
あ
り
、「
梶
原
テ
イ
」
あ
る
い
は
「
梶

原
貞
」
と
い
う
名
前
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
が
、
中
澤
俊
輔
氏
と
調
査
し
た
、
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
の
公
文
書
に

よ
る
梶
原
景
雄
と
貞
の
足
跡
で
あ
る
。

公
文
書
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
い
つ
頃
梶
原
が
北
海
道
に
渡
っ
た
の
か
、
貞

の
足
跡
と
重
ね
合
わ
せ
て
時
期
を
絞
り
た
い
。

前
述
し
た
通
り
、
明
治
八
年
四
月
時
点
で
は
、
平
馬
の
会
津
の
住
所
が
知
ら

れ
て
い
る
。
一
方
、
貞
は
明
治
一
一
年
に
東
京
の
小
学
校
を
退
職
し
て
い
る
。

テ
イ
に
つ
い
て
述
べ
た
『
北
海
道
立
志
編　

第
三
巻
』
所
収
の
「
梶
原
貞
子
」

に
よ
れ
ば
「
明
治
十
一
年
良
縁
あ
り
青
森
県
士
族
梶
原
景
雄
氏
に
配
し
（
中

75 

「
梶
原
テ
イ
、
今
般
家
事
向
都
合
有
之
ニ
付
差
免
出
願
ノ
件
」『
願
伺
届
録　

明
治
十
四
年

ヨ
リ
十
五
年
三
月
函
館
県
エ
引
継
迄
ノ
分
属
之
』（
簿
書
四
七
六
七
）
所
収
。

76 
「
女
紅
場
文
学
教
員
梶
原
テ
イ
依
願
職
務
差
免
方
ノ
件
」『
取
裁
録　

明
治
十
四
年
ヨ
リ
同

十
五
年
三
月
函
館
県
引
継
迄
ノ
分
属
之
』（
簿
書
四
七
六
六
）
所
収
。

77 

「
元
女
紅
場
文
学
教
師
梶
原
テ
イ
根
室
支
庁
ヘ
採
用
ノ
処
向
フ
一
週
間
残
務
取
纏
為
致
方

ノ
件
」『
本
支
庁
・
往
来
文
移
録　

明
治
［
十
］
四
年
よ
り
同
十
五
年
三
月
中
［
函
］
館

県
引
継
迄
ノ
分
属
之
』（
簿
書
五
三
二
九
）
所
収
。
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略
）
明
治
十
四
年
夫
景
雄
氏
に
従
ひ
函
館
に
赴
き
」
と
あ
る78

。
そ
の
前
に
関

し
て
、
菅
野
恒
雄
は
、
明
治
一
一
年
に
平
馬
と
テ
イ
の
長
男
が
誕
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
テ
イ
の
実
家
で
あ
る
東
京
の
水
野
家
に
梶
原
が
潜
ん
で
い
た
と
推

測
す
る79

。
前
述
し
た
明
治
一
二
年
時
点
で
梶
原
が
北
海
道
に
在
住
し
て
い
た

可
能
性
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
明
治
一
一
年
か
ら
一
二
年
の
間
に
渡
航
し
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
な
ぜ
梶
原
は
北
海
道
に
向
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
こ
れ

ま
で
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
は
推
測
を
述
べ
る
。
梶

原
と
二
葉
の
子
孫
に
あ
た
る
方
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
梶
原
平
馬
が
北
海
道

に
行
っ
た
の
は
「
妹
が
い
た
か
ら
」
と
伝
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る80

。

当
初
、
根
室
在
住
の
櫻
井
ミ
ワ
（
山
川
二
葉
の
妹
）
の
事
か
と
考
え
た
。
だ

が
、
櫻
井
ミ
ワ
と
夫
の
政
衛
が
根
室
に
移
住
し
た
の
は
明
治
一
九
年
六
月
五
日

の
こ
と
で
あ
る81

。
そ
の
た
め
時
系
列
が
合
わ
な
い
。
こ
の
推
測
の
よ
う
に
、

従
来
、
梶
原
の
足
跡
は
山
川
家
と
の
関
係
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

別
の
家
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
と
、
ご
遺
族
の
言
及
し
た
「
妹
」
と

は
、
お
そ
ら
く
は
函
館
に
い
た
で
あ
ろ
う
、
雑
賀
重
村82

の
妻
の
浅
子
の
こ
と

78 

本
田
「
私
立
根
室
女
子
小
学
校
校
長
「
水
野
貞
（
梶
原
貞
子
）」
先
生
に
関
す
る
史
料
追

加
」
九
頁
よ
り
再
引
用
。

79 

菅
野
「
東
京
で
生
ま
れ
育
ち
教
鞭
を
執
っ
た
梶
原
平
馬
二
度
目
の
妻
貞
子
の
足
跡
」
六
五

頁
。

80 

杉
浦
勢
之
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

81 

櫻
井
懋
『
櫻
井
家
の
記
録
』（
昭
和
四
三
年
）
一
三
頁
。

82 

雑
賀
重
村
に
関
し
て
は
、
好
川
之
範
『
幕
末
の
密
使　

会
津
藩
士
雑
賀
孫
六
郎
と
蝦
夷

を
指
す
の
で
は
な
い
か
。

浅
子
の
上
の
姉
に
当
た
る
ツ
ヤ
は
平
馬
の
兄
・
内
藤
介
右
衛
門
に
嫁
い
で
い

た83

。
つ
ま
り
平
馬
か
ら
見
れ
ば
、
浅
子
は
「
義
姉
の
妹
」
に
当
た
る
。
雑
賀

重
村
は
明
治
一
二
年
に
茅
場
郡
長
を
命
じ
ら
れ
た84

。
ま
た
、
好
川
之
範
に
よ

れ
ば
、
明
治
一
三
年
に
は
雑
賀
の
義
父
に
当
た
る
梁
瀬
三
左
衛
門
一
家
が
重
村

邸
で
暮
ら
し
、
そ
の
他
の
一
族
も
函
館
に
移
っ
て
き
た
と
い
う85

。
好
川
は
雑

賀
を
「
明
治
初
年
代
の
北
海
道
在
住
会
津
人
士
の
中
で
は
、
一
番
出
世
」
し
た

と
評
し
て
い
る86

。
つ
ま
り
梶
原
は
雑
賀
（
ひ
い
て
は
梁
瀬
家
）
の
伝
手
を
辿

り
、
函
館
に
渡
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
雑
賀
重
村
は
「
明
治
一
〇
年
一
一
月
二
六
日
に
根
室
支
庁
へ
転
じ
、

翌
一
一
年
一
二
月
二
六
日
に
は
函
館
へ
転
任
し
」
た
。
雑
賀
の
住
居
は
上
大
工

町
で
、
梶
原
の
住
居
の
相
生
町
の
隣
で
あ
っ
た87

。
先
に
論
じ
た
よ
う
に
雑
賀

を
頼
っ
て
梶
原
平
馬
が
北
海
道
入
り
し
た
と
す
れ
ば
、
梶
原
一
家
は
明
治
一
一

地
』（
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
）
が
詳
し
い
。

83 

川
上
・
本
田
「
私
立
根
室
女
子
小
学
校
校
長
「
水
野
貞
」
事
跡
」
四
七
―
四
八
頁
。

84 

「
函
館
市
／
函
館
市
地
域
史
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」h

ttps://trc-adeac.trc.co.jp/W
J11E

0/
W

JJS
06U

/0120205100/0120205100100020/h
t011770/　

（
二
〇
一
九
年
八
月

一
二
日
閲
覧
）。
元
は
『
函
館
市
史
』
通
説
編
第
二
巻
、
三
七
二
頁
。

85 

好
川
『
幕
末
の
密
使
』
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
。

86 
好
川
之
範
「
雑
賀
孫
九
郎
」
同
『
北
の
会
津
士
魂
』（
歴
史
春
秋
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）

所
収
、
八
七
頁
。

87 

川
上
・
本
田
「
私
立
根
室
女
子
小
学
校
校
長
「
水
野
貞
」
事
跡
」
四
七
、四
九
頁
。
雑
賀

の
履
歴
の
出
典
は
「
北
海
道
立
文
書
館　

簿
書
一
九
七
〇
『
明
治
一
〇
年
一
月　

使
員
進

退
録
』
履
歴
書
。
同
三
六
七
一
『
庁
員
履
歴
短
鰯
』
明
治
一
二
年
改
造
」
で
あ
る
。
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山川健次郎と歴史編纂事業：『京都守護職始末』と『会津戊辰戦史』「幻の附録」を中心に17

年
末
か
ら
明
治
一
二
年
初
頭
に
函
館
入
り
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
後
、
雑
賀
重
村
は
明
治
一
三
年
九
月
一
〇
日
に
亡
く
な
っ
た88

。
頼
り

に
し
て
い
た
雑
賀
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
梶
原
一
家
は
函
館
を
離
れ
る
決
心

を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

梶
原
平
馬
に
関
す
る
調
査
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
未
だ
そ
の
足
跡
は
不

明
な
点
ば
か
り
だ
が
、
今
後
の
調
査
の
手
掛
か
り
と
し
て
記
し
た
。

五　
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
の
編
纂
と
「
幻
の
附
録
」
に
つ
い
て

死
去
し
た
兄
の
浩
名
義
で
『
京
都
守
護
職
始
末
』
を
刊
行
し
た
実
績
を
買
わ

れ
た
の
か
、
健
次
郎
は
会
津
側
か
ら
見
た
戊
辰
戦
争
の
記
録
に
も
関
与
し
た
。

健
次
郎
が
晩
年
ま
で
取
り
組
ん
だ
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
の
監
修
で
あ
る
。

監
修
す
る
経
緯
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
最
初
に
古
河
末
東
が
原
稿
を
完
成
さ

せ
た
。
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
、
会
津
出
身
の
有
力
者
か
ら
な
る
会
津

会
の
幹
事
と
評
議
員
が
そ
の
原
稿
の
訂
正
増
補
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
健
次

郎
に
監
修
を
依
頼
し
た
。
健
次
郎
は
編
集
体
制
を
整
え
、
自
身
も
「
各
種
の
参

考
資
料
を
渉
猟
し
て
校
閲
に
遺
漏
な
き
を
期
」
し
た
。
こ
の
作
業
は
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
末
に
一
段
落
し
た89

。
健
次
郎
は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に

亡
く
な
り
、
二
年
後
の
昭
和
八
年
に
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
以

88 

河
野
常
吉
編
『
北
海
道
史
人
名
字
彙　

上
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九

年
）
三
四
三
頁
。

89 

『
山
川
伝
』
四
五
一
―
三
頁
。

上
が
、『
会
津
戊
辰
戦
史
』
の
編
纂
作
業
に
関
し
て
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
事

実
で
あ
る
。

『
会
津
戊
辰
戦
史
』
を
紐
解
け
ば
、
随
所
に
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
述

し
た
「
若
松
記
」（
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
所
蔵
）
の
よ
う
に
所
在
が
明

確
で
閲
覧
可
能
な
史
料
が
あ
る
一
方
で
、
所
在
す
ら
明
ら
か
で
は
な
い
史
料
も

あ
る
。
時
に
は
「
編
者
記
憶
」
と
い
う
典
拠
す
ら
存
在
す
る90

。
一
体
ど
ん
な

史
料
に
依
拠
し
た
の
か
知
り
た
か
っ
た
が
、
編
纂
史
料
の
所
在
は
良
く
分
か
ら

な
か
っ
た
。

近
年
、『
会
津
戊
辰
戦
史
』
の
編
纂
時
に
使
用
さ
れ
た
と
思
し
き
史
料
を
、

健
次
郎
の
ご
遺
族
の
も
と
な
ど
で
発
見
し
た
。
そ
こ
に
は
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

校
訂
時
の
健
次
郎
の
考
え
方
が
伝
わ
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る91

。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
前
に
触
れ
た
「
遺
稿　

七
」
原
稿
収
録
の
原
稿

類
、
と
り
わ
け
九
七
以
降
で
あ
る
。
表
題
を
再
掲
す
る
。

九
七　
　

田
中
土
佐

九
八　
　

野
村
左
兵
衛

九
九　
　

飯
田
兵
左
衛
門

一
〇
〇　

西
郷
刑
部

一
〇
一　

遠
山
寅
次
郎

90 

例
え
ば
、『
会
津
戊
辰
戦
史
』
七
三
六
頁
。

91 

詳
細
は
、
小
宮
・
中
澤
「
山
川
健
次
郎
「
遺
稿
」
の
基
礎
的
考
察
」
を
参
照
。
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こ
の
う
ち
「
田
中
土
佐
」
に
関
し
て
は
「
補
修
者
云
ふ
。
右
は
旧
友
関
場
忠

武
氏
の
書
き
た
る
『
会
津
藩
相
田
中
玄
清
君
事
実
』
に
拠
り
、
少
し
く
改
削
し

た
る
も
の
な
る
に
よ
り
責
任
は
全
く
補
修
者
に
在
り
」
と
の
記
述
が
あ
る92

。

健
次
郎
が
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
『
会
津
藩
相
田
中
玄
清
君
事
実
』
は
、
会

津
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た93

。

そ
れ
か
ら
「
九
八　

野
村
左
兵
衛
」
の
冒
頭
に
「
左
兵
衛
氏
は
守
護
職
時
代
、

筆
頭
公
用
人
に
て
重
き
を
為
せ
し
人
な
る
が
故
に
、
志
士
傳
中
に
其
の
小
傳
な

か
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
、
本
編
外
島
機
兵
衛
傳
の
後
に
附
言
せ
る
如

く
、
其
の
事
績
傳
は
ら
ず
」
と
あ
る94

（
傍
線
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
）。

引
用
中
の
「
志
士
傳
」
と
は
、
廣
澤
安
宅
『
幕
末
会
津
志
士
傳　

一
名
孤
忠

録
』（
廣
澤
安
宅
、
大
正
一
二
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
廣
澤
安
宅
は
、
廣
澤

安
任
の
甥
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る95

。
同
書
の
「
外
島
機
兵
衛
」
の
項
目
の
最

後
に
「
附
記
」
と
し
て
「
野
村
左
兵
衛
は
我
藩
の
高
士
且
つ
先
輩
公
用
人
に
し

て
（
中
略
）
左
兵
衛
は
機
兵
衛
の
最
も
親
し
く
且
つ
最
も
國
事
を
謀
り
た
る
所

92 

「
遺
稿　

七
」
原
稿
よ
り
引
用
。

93 

中
澤
俊
輔
氏
の
調
査
に
よ
る
。
同
史
料
は
、
相
田
泰
三
著
、
会
津
士
魂
会
編
集
『
会
津
士

魂
』（
会
津
士
魂
会
、
一
九
八
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
関
場
忠
武
編
、
赤

埴
清
校
『
旧
会
津
藩
大
老
田
中
玄
宰
事
蹟
』（
出
版
社
不
明
、
明
治
四
二
年
）
と
い
う
書

籍
も
存
在
す
る
。

94 

「
遺
稿　

七
」
原
稿
よ
り
引
用
。

95 

高
橋
喜
市
編
『
偉
人
廣
澤
安
任
』（
高
橋
喜
市
、
一
九
四
三
年
）。
会
津
若
松
市
立
会
津
図

書
館
所
蔵
。
同
書
は
附
録
と
し
て
、
安
任
や
安
宅
、
安
任
の
嗣
子
朝
平
ら
の
系
図
を
付
し

て
い
る
。

の
人
な
り
而
し
て
其
行
事
傳
は
ら
す
甚
た
惜
む
へ
き
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る96

。
書
き
込
み
と
『
幕
末
会
津
志
士
傳
』
の
記
述
が
一
致
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
会
津
で
「
山
川
健
次
郎
の
筆
跡
を
確
認
可
能
な
史
料
」
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
白
虎
隊
記
念
館
の
早
川
広
行
氏
に
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
所

蔵
の
廣
澤
安
宅
『
幕
末
会
津
志
士
傳　

一
名
孤
忠
録
』（
廣
澤
安
宅
、
大
正

一
二
年
）
を
ご
教
示
頂
い
た97

。
会
津
図
書
館
で
調
査
す
る
と
同
書
は
複
数
冊

が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
冊
に
、
本
文
に
推
敲
の
跡
が
残
る
同
書

が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
そ
の
書
で
あ
る
（
写
真
三
）。

最
初
に
注
目
す
べ
き
は
、
表
紙
に
書
か
れ
て
い
る
「
会
津
戊
辰
戦
史
附
録　

号
」
と
い
う
文
字
で
あ
る
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
冒
頭
に
は
次
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
四
）。

「
幕
末
會
津
志
士
傳
補
修
者
の
序

會
津
戊
辰
戦
史
の
補
修
を
依
頼
さ
れ
た
が
を
受
け
、
業
の
進
む
ニ
従
つ
て

會
津
の
志
士
の
小
傳
を
附
属
す
る
の
必
用
を
感
じ
た
ず
る
深
し
。
然
る
に

亡
友
廣
澤
安
宅
氏
に
が
既
ニ
志
士
傳
の
著
が
あ
っ
た
り
。
依
て 

■ 

■ 

嗣

子
廣
澤
朝
平
君
の
許
可
を
得
て
改
削
増
補
し
、
之
を
戦
史
の
附
録
せ
し
め

る
こ
と
ゝ
し
た
と
せ
り
。

補
修
者
」　�（
取
消
線
は
原
文
マ
マ
、
追
記
部
分
は
引
用
者
が
太
字

96 

廣
澤
『
幕
末
会
津
志
士
傳
』
七
四
―
七
五
頁
。

97 

ご
教
示
頂
い
た
早
川
広
行
氏
に
記
し
て
感
謝
す
る
。
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に
し
た
）

こ
こ
に
は
「
補
修
者
」
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
だ
れ
が
補
修
者
な
の
か
は

明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
文
章
に
は
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
の
「
補
修
」

云
々
と
あ
り
、
こ
れ
を
記
し
た
人
物
が
健
次
郎
で
あ
る
こ
と
が
確
定
す
る
。
こ

う
し
て
、
会
津
図
書
館
に
残
る
、
廣
澤
安
宅
『
幕
末
会
津
志
士
傳　

一
名
孤
忠

録
』
が
、
健
次
郎
に
よ
り
推
敲
が
な
さ
れ
た
書
だ
と
確
定
し
た
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
俄
然
興
味
を
そ
そ
る
の
が
「
目
次
」
の
頁
で
あ
る

（
写
真
五
）。

目
次
に
加
え
ら
れ
た
推
敲
の
跡
か
ら
、
健
次
郎
が
「
目
次
（
案
）」
を
作
り

直
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
具
体
的
に
は
、
目
次
の
ペ
ー
ジ
の
右
下
に
記
さ

れ
た
固
有
名
詞
で
あ
る
。
右
か
ら
順
番
に
、
野
村
左
兵
衛98

、
西
郷
刑
部99

、
小

原
宇
右
衛
門
、
遠
山
寅
次
郎100

、
柳
田
勝
太
郎101

、
眞
龍
寺
、
木
村
熊
之
進102

と
書

か
れ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
名
前
を
書
い
た
後
に
朱
筆
で
消
し
て
い
る
。
こ
こ
で

名
前
が
挙
が
っ
た
人
物
に
つ
い
て
調
べ
る
と
現
在
で
す
ら
情
報
が
乏
し
い
こ
と

98 

家
臣
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典　

第
二
巻
』（
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
八
年
）
に
情
報
あ
り
。

99 

宮
本
五
三
郎
「
西
郷
刑
部
の
勇
悍
機
智
」『
会
津
会
会
報
』
二
七
号
（
一
九
二
五
年
）
所
収
。

100 

弦
木
悌
次
郎
「
若
松
墓
参
の
記
」『
会
津
会
会
報
』
二
五
号
（
一
九
二
四
年
）
所
収
。
弦

木
は
遠
山
を
「
叔
父
」
と
呼
ん
で
い
る
。

101 

柳
田
皎
「
柳
田
勝
太
郎
の
事
」『
会
津
会
会
報
』
二
六
号
（
一
九
二
五
年
）
所
収
。
皎
は

勝
太
郎
を
「
亡
兄
」
と
呼
ん
で
い
る
。

102 

小
島
一
男
『
会
津
人
物
事
典　

文
人
編
』（
歴
史
春
秋
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
九
二
頁
。

が
分
か
る
。
と
り
わ
け
小
原
に
関
し
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
情
報
が
存
在
し
な
い
。

こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
健
次
郎
が
執
筆
を
試
み
た
の
は
後
世
に

記
録
を
残
し
た
か
っ
た
か
ら
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、「
野
村
左
兵
衛
」「
西
郷
刑
部
」「
遠
山
寅
次
郎
」
の
三
名
は
、「
遺

稿　

七
」
原
稿
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
健
次
郎

が
『
幕
末
会
津
志
士
傳
』
の
記
述
を
踏
ま
え
、「
附
録
」
化
す
る
た
め
に
新
項

目
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
人
物
に
交

じ
っ
て
「
眞
龍
寺
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
眞
龍
寺
は
、
幕
末
に
健

次
郎
が
預
け
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。

現
時
点
で
は
「
遺
稿　

七
」
原
稿
ま
で
し
か
実
際
に
確
認
し
て
い
な
い
た
め
、

「
遺
稿　

七
」
原
稿
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
「
小
原
宇
右
衛
門
」「
柳
田
勝
太

郎
」「
眞
龍
寺
」「
木
村
熊
之
進
」
の
原
稿
が
、
未
見
の
「
遺
稿　

八
」
原
稿
に

収
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い103

。
ち
な
み
に
、
柳
田
皎
に
よ
れ

ば
「
昨
年
十
月
中
山
川
博
士
よ
り
簗
田
戦
跡
史
を
読
み
云
々
勝
太
郎
が
古
屋
佐

久
左
衛
門
軍
に
参
加
し
た
る
動
機
あ
ら
ば
知
ら
せ
よ
と
の
書
面
に
接
し
」
と
い

う104

。
健
次
郎
が
関
係
者
に
手
紙
を
出
し
て
確
認
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
項
目
執
筆
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
の
裏
付
け
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
原
稿
は
存
在
し
て
い
な
い
可
能
性
の
方
が
高
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
だ
け
修
正
を
加
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

103 

「
遺
稿　

八
」
原
稿
が
存
在
す
る
可
能
性
に
関
し
て
は
、
小
宮
・
中
澤
「
山
川
健
次
郎

「
遺
稿
」
の
基
礎
的
考
察
」
一
〇
―
一
一
頁
。

104 

柳
田
「
柳
田
勝
太
郎
の
事
」
五
一
頁
。

19
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健
次
郎
の
手
に
よ
る
『
幕
末
会
津
志
士
傳
』
が
、『
会
津
戊
辰
戦
史
』
の
附
録

に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
か
ら
の
推
測
で
あ
る
。

先
ほ
ど
引
用
し
た
「
野
村
左
兵
衛
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
記
載
さ
れ

て
い
る105

。
「
左
兵
衛
氏
と
最
も
親
し
か
り
し
は
柴
太
一
郎
氏
な
り
き
。
依
つ
て
太
一

郎
氏
の
令
弟
五
三
郎
氏
に
於
て
何
か
記
憶
な
き
か
と
柴
五
郎
氏
を
煩
は
し
、

五
三
郎
氏
の
令
息
に
尋
ね
貰
ひ
た
る
に
五
郎
氏
よ
り
の
返
事
を
得
た
り
。

　
　

山
川
健
次
郎
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

五
郎

　
　
　

一
月
二
十
三
日
（
昭
和
五
年
）」

野
村
左
兵
衛
と
親
し
か
っ
た
柴
太
一
郎
の
係
累
に
、
太
一
郎
の
弟
で
あ
る
柴

五
郎
を
煩
わ
せ
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
昭
和
五
年
一
月
二
三
日
付
」
で
返

信
を
も
ら
っ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
時
点
で
、
健
次

郎
が
原
稿
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
健
次
郎
は
昭
和
六
年
に
亡
く

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
会
津
図
書
館
所
蔵
の
『
幕
末
会
津
志
士

傳
』
目
次
に
記
載
さ
れ
た
新
項
目
の
原
稿
は
完
成
し
な
い
ま
ま
、
亡
く
な
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
原
稿
が
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
『
幕
末
会
津
志
士

傳
』
に
健
次
郎
が
修
正
を
加
え
た
附
録
が
、『
会
津
戊
辰
戦
史
』
に
収
録
さ
れ

な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
、
健
次
郎
の
手
に
な
る
「
幻
の
附
録
」
が
完
成
し
て

105 

「
遺
稿　

七
」
原
稿
よ
り
引
用
。

い
た
可
能
性
よ
り
も
、
よ
り
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
推
測
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
従
来
、
健
次
郎
の
伝
記
に
依
拠
し

て
昭
和
三
年
末
に
一
段
落
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
は106

、

未
だ
健
次
郎
が
「
幻
の
附
録
」
を
執
筆
中
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん

本
文
の
校
閲
は
済
ん
で
い
た
と
理
解
す
れ
ば
矛
盾
は
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
健
次
郎
死
去
後
も
な
お
時
間
が
必
要
で
あ
り
、『
会

津
戊
辰
戦
史
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
差
が
発
生
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。六　

幻
の
附
録
『
幕
末
会
津
志
士
傳
』
に
お
け
る
健
次
郎
の
推
敲
箇
所
に
つ
い
て

前
節
で
は
、
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
所
蔵
の
廣
澤
安
宅
『
幕
末
会
津
志

士
傳　

一
名
孤
忠
録
』（
廣
澤
安
宅
、
大
正
一
二
年
）
が
「
幻
の
附
録
」
と
な
っ

た
経
緯
を
論
じ
た
。

本
節
で
は
、
同
書
に
残
る
健
次
郎
の
推
敲
の
跡
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

紙
幅
の
関
係
上
、
全
体
を
検
討
す
る
に
は
至
ら
ぬ
た
め
、
健
次
郎
が
力
を
入

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
抽
出
し
、
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
冒
頭
の
松
平
容
保
公
の
項
に
は
、
朱
筆
で
か
な
り
追
記
さ
れ
て
い
る

（
写
真
六
）。

106
『
山
川
伝
』
四
五
三
頁
。

20
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「
◎
過
激
の
堂
上
等
何
と
ぞ
し
て
幕
府
を
責
む
る
の
口
実
を
得
ん
と
し
て

考
慮
せ
し
が
、
何
人
の
思
ひ
附
に
や
。
二
十
万
石
以
上
の
大
名
を
し
て
兵

を
率
ゐ
て
京
都
に
滞
在
し
之
を
守
護
せ
し
む
る
こ
と
を
幕
府
に
命
ず
。
徳

川
幕
府
の
末
造
に
於
て
二
十
万
石
以
上
の
大
名
は
二
十
一
家
の
ミ
。
而
し

て
幕
府
に
於
て
信
頼
し
得
る
は
尾
州
、
紀
州
、
越
前
、
會
津
の
四
藩
に
過

ぎ
す
。
他
の
十
七
藩
の
一
を
し
て
大
兵
を
擁
し
て
輦
轂
の
下
に
在
ら
し
め

ば
危
険
甚
し
く
、
幕
府
の
忍
ぶ
能
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
上
の
四
藩
の
内
、

尾
紀
は
三
家
の
常
と
し
て
已
に
都
合
あ
し
き
こ
と
は
受
け
ざ
る
を
例
と
し
、

幕
府
も
亦
之
を
強
ひ
ざ
る
を
例
と
せ
し
か
ば
、
尾
紀
の
受
け
ざ
る
は
始
め

よ
り
明
白
な
り
き
。
慶
永
朝
臣
（
春
岳
）
総
裁
職
た
り
し
か
ば
江
戸
を
離

る
可
か
ら
ず
。
故
に
會
津
を
し
て
之
に
当
ら
し
む
る
外
道
な
き
な
り
。
女

し
守
護
職
を
置
く
こ
と
を
辞
し
な
ば
、
違
勅
の
処
分
に
遇
ふ
可
く
、
女
し

人
な
き
を
以
て
辞
す
れ
は
京
都
に
て
人
選
あ
る
べ
き
命
あ
る
可
く
、
爰
に

於
て
會
津
を
し
て
承
諾
せ
し
む
る
は
此
の
困
難
を
切
り
抜
く
る
唯
一
の
策

な
り
き
。
過
激
派
の
人
々
は
此
等
の
事
状
に
明
か
な
り
し
か
は
、
斯
く
し

て
幕
府
を
苦
め
し
な
り
。
且
つ
彼
等
は
會
津
が
二
百
里
の
外
ニ
兵
を
出
す

可
か
ら
ざ
る
を
察
し
我
が
事
な
れ
り
と
思
ひ
し
な
り
。」

「
◎
元
来
、
京
都
守
護
職
の
任
は
世
々
彦
根
藩
之
に
当
る
は
幕
府
の
旧
制

な
り
し
も
、
削
封
の
為
め
二
十
万
以
上
の
條
件
に
適
合
せ
ず
。
且
つ
桜
田

変
後
世
評
よ
ろ
〔
し
〕
か
ら
ざ
る
ニ
よ
り
、
彦
根
を
し
て
当
ら
し
む
る
能

は
ざ
り
し
な
り
。」

「
◎
当
時
の
制
度
に
於
て
は
関
白
に
殿
下
の
称
号
が
許
さ
れ
居
れ
り
。
又

皇
族
に
て
も
席
次
は
現
職
大
臣
の
下
な
り
き
。」

こ
の
項
は
他
に
も
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
部
分
の
み
引
用
し

た
。
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

次
に
「
横
山
主
税
」
の
書
き
込
み
を
確
認
し
た
い
。
四
〇
―
四
三
頁
に
は

ほ
と
ん
ど
書
き
込
み
は
な
い
が
、
四
四
頁
の
最
後
に
、
ま
と
ま
っ
て
書
か
れ
て

い
る
（
写
真
七
）。

「
主
税
子
な
し
。
山
川
兵
衛
重
英
の
第
四
子
源
八
郎
常
道
を
養
子
と
せ
り
。

源
八
郎
早
世
す
。
遺
腹
の
男
子
あ
り
。
是
を
源
太
郎
常
盛
と
云
ふ
。
後
ニ

主
税
と
称
す
。
世
是
を
後
の
主
税
と
云
つ
て
常
徳
と
区
別
す
。
戊
辰
の
年
、

常
盛
若
年
寄
に
任
ぜ
ら
れ
白
川
口
の
副
総
督
た
り
。
五
月
一
日
の
戦
ニ
戦

死
す
。」

と
あ
る
。
山
川
家
と
の
関
係
を
加
え
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
か
ら
「
山
川
浩
」
の
書
き
込
み
も
面
白
い
（
五
四
―
五
五
頁
）。

「
山
川
大
蔵
、
幼
名
與
七
郎
、
後
浩
と
改
む
浩
。
幼
名
を
常
盤
と
云
ひ
、

後
大
蔵
與
七
郎
と
称
し
、
後
浩
と
改
む
。
諱
は
重
栄
屠
竜
子
、
又
去
二
堂

と
號
す
。」
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元
の
文
章
と
、
削
除
と
追
加
部
分
を
反
映
し
た
。
太
字
は
健
次
郎
に
よ
る
修
正

で
あ
る
。
名
前
の
変
遷
に
「
常
盤107

」
を
加
え
、「
去
二
堂
」
と
い
う
号
も
付
け

加
え
た
こ
と
が
分
か
る
（
写
真
八
）。

以
上
か
ら
、
旧
主
で
あ
る
松
平
容
保
は
別
格
と
し
て
、
山
川
家
の
係
累
に
関

し
て
、
情
報
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
一
つ
の
特
徴
と
指
摘
で
き
る
。

朱
筆
の
入
れ
方
に
も
特
徴
が
あ
る
。
本
文
に
「
◎
」
を
書
い
て
、
欄
外
に

「
◎
～
」
と
記
す
方
法
で
あ
る
。
こ
の
書
き
方
は
、
別
の
健
次
郎
の
原
稿
で
も

確
認
で
き
る
。
参
考
に
、
二
葉
の
履
歴
の
推
敲
跡
を
参
照
頂
き
た
い
（
写
真

一
・
二
）。
こ
う
し
た
推
敲
の
や
り
方
か
ら
も
補
修
者
は
健
次
郎
だ
と
推
定
さ
れ

る
。終

わ
り
に

本
稿
は
、
山
川
健
次
郎
と
歴
史
編
纂
事
業
に
つ
い
て
論
じ
た
。

ま
ず
、
旧
会
津
藩
の
歴
史
編
纂
事
業
が
、『
復
古
記
』
の
よ
う
な
新
政
府
に

よ
る
歴
史
編
纂
事
業
に
対
応
す
る
形
で
南
摩
綱
紀
ら
を
中
心
に
進
展
し
た
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
史
料
が
山
川
健
次
郎
ら
の
歴
史
編
纂
に
継
承
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に
、
会
津
の
歴
史
認
識
に
対
す
る
健
次
郎
の
寄
与

を
論
じ
た
。
と
り
わ
け
『
京
都
守
護
職
始
末
』
や
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
と
の
関

107 

櫻
井
『
山
川
浩
』
一
三
頁
。

わ
り
に
つ
い
て
、
未
刊
行
の
「
遺
稿
」
原
稿
を
用
い
な
が
ら
論
じ
た
。

第
一
に
、
兄
の
浩
名
義
で
刊
行
さ
れ
た
『
京
都
守
護
職
始
末
』
に
関
す
る
史

料
と
し
て
、「
会
津
藩
主
要
人
物
略
伝
（
未
定
稿
）」
を
取
り
上
げ
た
。
執
筆
年

の
推
測
か
ら
、
や
は
り
健
次
郎
が
『
京
都
守
護
職
始
末
』
執
筆
に
か
か
わ
っ
た

こ
と
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
松
平
家
の
窮
状
を
救
う
た
め
に
い
っ
た

ん
は
非
公
開
を
約
し
た
も
の
の
、
維
新
史
料
編
纂
会
が
文
部
省
に
設
置
さ
れ
る

と
、
一
転
、
世
に
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
藩
閥
と
り
わ
け
長
州
閥

へ
の
批
判
を
意
図
し
て
い
た
た
め
に
兄
の
浩
名
義
で
刊
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
、
そ
の
反
動
で
健
次
郎
の
九
州
帝
国
大
学
総
長
転
任
に
山
県
有
朋
が
介
入

し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
論
じ
た
。
ま
た
、「
会
津
藩
主
要
人
物
略
伝
（
未
定

稿
）」
の
梶
原
平
馬
に
関
す
る
記
述
に
注
目
す
る
と
、
健
次
郎
が
梶
原
平
馬
の

死
去
を
少
く
と
も
明
治
三
三
年
頃
に
は
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

関
連
し
て
、
梶
原
平
馬
と
貞
（
テ
イ
）
の
足
跡
に
関
す
る
調
査
結
果
も
付
し
た
。

第
二
に
、
健
次
郎
が
監
修
し
た
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
に
関
し
て
、「
遺
稿　

七
」
原
稿
に
収
録
さ
れ
た
原
稿
が
、
附
録
と
し
て
収
録
す
る
た
め
の
準
備
原
稿

で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
「
幻
の
附
録
」
と
な
っ
た
『
幕
末
会
津
志
士

傳
』
の
目
次
（
案
）
と
健
次
郎
の
添
削
を
論
じ
た
。
健
次
郎
は
晩
年
ま
で
『
会

津
戊
辰
戦
史
』
の
監
修
に
精
魂
を
傾
け
た
。
結
果
的
に
、
附
録
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
な
く
世
を
去
っ
た
。『
会
津
戊
辰
戦
史
』
は
刊
行
さ
れ
た
が
、
健
次
郎
が

執
筆
し
て
い
た
原
稿
は
収
録
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
。

ま
と
め
る
と
、
健
次
郎
が
そ
の
歴
史
編
纂
事
業
を
通
じ
て
、
い
か
に
薩
長
中

心
の
「
明
治
維
新
観
」
と
対
峙
し
よ
う
と
試
み
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
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